
本製品はファンコイルユニット用のデジタルコントローラです。
ファンコイルユニットの発停・冷温水弁制御・ファン風量切換制御は
もちろん、タイマー運転・無人運転や過流防止などの制御もできます。
また、グループパネルと接続して遠隔集中管理を行ったり、通信変換
ユニットと組み合わせて中央監視装置と通信接続ができます。

概　　要

形番構成

ファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FR

ファンコイル制御ユニット
EDY30□□FC,EDY2□□FR

ファンコイルユニットとは、ファン（送風機）とコイルで構成される空調ユニットです。
ファンは弱風/中風/強風の風量により、室内の空気を循環させます。
コイルはファンにより循環される空気を表面で冷却したり加熱します。
冷却するか加熱するかはコイルに流れる水の温度により決まります。

１． 本製品のパワーユニットは、ファンコイルの制御を行います。
本製品のコントローラは、ユーザーが操作するリモコンです。
本製品は下記の制御を行います。
・ファンを制御する２管式ファンコイル制御

・ファンとバルブを制御する２管式ファンコイル制御

・ファンと冷温水バルブを制御する４管式ファンコイル制御

２． ファンコイルユニットの制御方法
下記の方法で室内温度をコントロールします。
・ファン風量の停止/弱風/中風/強風を切り換えます［風量制御］。（ファンモータの停止/弱/中/強のタップを切り換えます）
・ファン風量の弱風/中風/強風を切り換えます［水量制御］。（ファンモータの弱/中/強のタップを切り換えます）
・冷温水配管の電動バルブを開閉することにより、冷温水を流したり止めたりします。

■パワーユニット
コード
EDY

仕　　様

3
基本形番

２・４管式ON/OFF，フローティング制御（集中監視パネルとの通信機能あり）
電源電圧AC１００～２４０V　５０/６０Hz

タイマー機能なし
タイマー機能あり

オプションボードなし
オプションボードあり

パワーユニット種別記号

0
０
１

０
１

FC

■コントローラ
コード
EDY

仕　　様

２
基本形番

２・４管式ON/OFF，フローティング制御用（集中監視パネルとの通信機能あり）
タイマー機能なし
タイマー機能あり

日本語表記
日本語/英語併記

コントローラ種別記号

１
２

０
１

FR-K

●形番一覧
仕　　様

２・４管式，AC１００～２４０V，タイマー機能なし，オプションボードなし
２・４管式，AC１００～２４０V，タイマー機能なし，オプションボードあり
２・４管式，AC１００～２４０V，タイマー機能あり，オプションボードなし
２・４管式，AC１００～２４０V，タイマー機能あり，オプションボードあり

形　　番
EDY３０００FC
EDY３００１FC
EDY３０１０FC
EDY３０１１FC

●形番一覧
仕　　様

２・４管式用，タイマー機能なし，日本語表記
２・４管式用，タイマー機能なし，日本語/英語併記
２・４管式用，タイマー機能あり，日本語表記
２・４管式用，タイマー機能あり，日本語/英語併記

形　　番
EDY２１０FR-K
EDY２１１FR-K
EDY２２０FR-K
EDY２２１FR-K

●オプション
　・バックライト有り（形番に「バックライト付」を付記）

■オプションセンサ
形　番

EDY１０FT
EDY７０TE-K

仕　　様
還気温度センサ（サーミスタ）
室内用温度検出器（サーミスタ）
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ファンコイルユニットの発停・冷温水弁制御・ファン風量切換制御は
もちろん、タイマー運転・無人運転や過流防止などの制御もできます。
また、グループパネルと接続して遠隔集中管理を行ったり、通信変換
ユニットと組み合わせて中央監視装置と通信接続ができます。
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ファンコイル制御ユニット
EDY30□□FC,EDY2□□FR

ファンコイルユニットとは、ファン（送風機）とコイルで構成される空調ユニットです。
ファンは弱風/中風/強風の風量により、室内の空気を循環させます。
コイルはファンにより循環される空気を表面で冷却したり加熱します。
冷却するか加熱するかはコイルに流れる水の温度により決まります。

１． 本製品のパワーユニットは、ファンコイルの制御を行います。
本製品のコントローラは、ユーザーが操作するリモコンです。
本製品は下記の制御を行います。
・ファンを制御する２管式ファンコイル制御

・ファンとバルブを制御する２管式ファンコイル制御

・ファンと冷温水バルブを制御する４管式ファンコイル制御

２． ファンコイルユニットの制御方法
下記の方法で室内温度をコントロールします。
・ファン風量の停止/弱風/中風/強風を切り換えます［風量制御］。（ファンモータの停止/弱/中/強のタップを切り換えます）
・ファン風量の弱風/中風/強風を切り換えます［水量制御］。（ファンモータの弱/中/強のタップを切り換えます）
・冷温水配管の電動バルブを開閉することにより、冷温水を流したり止めたりします。

■パワーユニット
コード
EDY

仕　　様

3
基本形番

２・４管式ON/OFF，フローティング制御（集中監視パネルとの通信機能あり）
電源電圧AC１００～２４０V　５０/６０Hz

タイマー機能なし
タイマー機能あり

オプションボードなし
オプションボードあり

パワーユニット種別記号

0
０
１

０
１
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■コントローラ
コード
EDY

仕　　様

２
基本形番

２・４管式ON/OFF，フローティング制御用（集中監視パネルとの通信機能あり）
タイマー機能なし
タイマー機能あり

日本語表記
日本語/英語併記

コントローラ種別記号

１
２

０
１

FR-K

●形番一覧
仕　　様

２・４管式，AC１００～２４０V，タイマー機能なし，オプションボードなし
２・４管式，AC１００～２４０V，タイマー機能なし，オプションボードあり
２・４管式，AC１００～２４０V，タイマー機能あり，オプションボードなし
２・４管式，AC１００～２４０V，タイマー機能あり，オプションボードあり

形　　番
EDY３０００FC
EDY３００１FC
EDY３０１０FC
EDY３０１１FC

●形番一覧
仕　　様

２・４管式用，タイマー機能なし，日本語表記
２・４管式用，タイマー機能なし，日本語/英語併記
２・４管式用，タイマー機能あり，日本語表記
２・４管式用，タイマー機能あり，日本語/英語併記

形　　番
EDY２１０FR-K
EDY２１１FR-K
EDY２２０FR-K
EDY２２１FR-K

●オプション
　・バックライト有り（形番に「バックライト付」を付記）

■オプションセンサ
形　番

EDY１０FT
EDY７０TE-K

仕　　様
還気温度センサ（サーミスタ）
室内用温度検出器（サーミスタ）
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０
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０
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■コントローラ
コード
EDY

仕　　様

２
基本形番

２・４管式ON/OFF，フローティング制御用（集中監視パネルとの通信機能あり）
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２

０
１
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２・４管式，AC１００～２４０V，タイマー機能なし，オプションボードなし
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別途手配の組み合わせ機器（リョービ株式会社製） 別途手配の組み合わせ機器（リョービ株式会社製）

ファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FRファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FR

グループパネル

最大30台

最大5台

通信変換ユニット

MODBUS
ネットワーク

（RS485通信）

通信変換ユニット

通信変換ユニット

パワーユニット

パワーユニット

パワーユニット

RS485通信

ファンコイル
ユニット

ファンコイル
ユニット

ファンコイル
ユニット

信号用
パワーユニット

外部信号

パワーユニット

パワーユニット

パワーユニット

TD-BUS
（RS485 通信）

RS485 通信

RS485 通信

他のRBB2-FCMへ

中央監視装置

ファンコイル
ユニット

ファンコイル
ユニット

ファンコイル
ユニット

ファンコイル
ユニット

パワーユニット

RBB2-FCM

RBB2-FCM

▲RBB-GP２-B

▲RBB-GP２-P

注）LON、LONWORKS®、MIP®は、米国Echelon社の米国またはその他の諸国での登録商標です。

※ご注文時、定格電圧をご指定願います。

■RBB-GP２：グループパネル
RBB-GP２は、最大１５０台のパワーユニットを接続してパワーユニット
の状態監視／遠隔操作を行います。
また、最大５台の信号入出力用パワーユニットを接続してデジタル信号
の入力／出力を行います。

■RBB-LN：LON®通信変換ユニット
RBB-LNは、最大３０台のパワーユニットを
LONWORKS®ネットワークに接続する通信変
換ユニットです。
各パワーユニットの情報を他のLONWORKS®

ネットワーク装置に伝送するためにMIP®

テクノロジーを使用しています。
また、RBB-LNにグループパネルを接続
すると、グループパネルから各パワーユニ
ットの状態監視/遠隔設定ができます。

■RBO-RW：連動用リレーユニット
RBO-RWは、ファンコイルを連動させる
ためのリレーユニットです。
異機種のファンコイルは最大２系統まで連動
可能です。
また、同機種ファンコイルであれば最大１５A
まで連動可能です。
表示機能や操作機能はありません。

■RBB２-FCM：TD-BUS通信変換ユニット
RBB２-FCMは、最大３０台のパワーユニット
を中央監視装置（Airtegra,BA２０/BA５０）
に通信接続するための通信変換ユニット
です。
中央監視装置よりRBB２-FCMを経由し
て、各パワーユニットの発停、計測、温度
設定、冷暖切換を行います。

■RBO-WS：冷温水センサ
R B 0 - W S は 、冷 温 水 配 管に取り付 け
冷暖房モードの切換や冷温水バルブ制御に
用いるサーミスタセンサです。
2管式制御で使用する場合は１本、4管式
制御で使用する場合は2本必要です。

・形番一覧

接続負荷
７.５A/１系統当たり（AC１００V）
７.５A/１系統当たり（AC２００V）

定格電圧
AC１００V（５０/６０Hz）
AC２００V（５０/６０Hz）

RBB-GP２
RBB-GP２-B
RBB-GP２-P

タッチパネル本体 ： DC24V
金属ボックスタイプ ： AC100～２４０V（５０/６０Hz）
壁埋込パネルタイプ ： AC100～２４０V（５０/６０Hz）

バルブ

冷温水
センサ

パワーユニット

（還）冷温水

（往）冷温水

熱源

ファンコイルユニット

ファン

CH

C

コントローラ

※消費電力１０.５W以下
AC１００V（５０/６０Hz）
３VA

定格電圧
消費電力

AC１００～２４０V（５０/６０Hz）
３VA

電源電圧
消費電力

■RBB２-IO：信号用パワーユニット（グループパネル用）
RBB２-IOは、グループパネルに通信線で接続し、グループパネルが
外部デジタル信号を入出力するために使用する機器です。
グループパネル１台に最大５台まで接続でき、入出力可能な外部信号
の個数は入力４点／出力３点で、各信号の使用目的はグループパネルに
登録します。

AC１００～２４０V（５０/６０Hz）
３VA
出力：１.０A（AC１００V）/０.５A（AC２００V）

定格電圧
消費電力
接続負荷

■RBB２-MB：MODBUS通信変換ユニット

・システム構成

ＲＢＢ２-MBは、最大３０台のパワーユニットをMODBUSネットワーク
に接続する通信変換ユニットです。
またRBB-GP２でパワーユニットを監視する時や、RBB-GP２を
RBB-LNに接続する時にも使用します。
RBB２-MBには表示機能や操作機能はありません。

AC１００～２４０V（５０/６０Hz）
３VA

定格電圧
消費電力

LONWORKS®対応機器

LONWORKS®
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RS485通信
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グループパネル
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ユニット

パワーユニット パワーユニット
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RBB-LNは、最大３０台のパワーユニットを
LONWORKS®ネットワークに接続する通信変
換ユニットです。
各パワーユニットの情報を他のLONWORKS®

ネットワーク装置に伝送するためにMIP®

テクノロジーを使用しています。
また、RBB-LNにグループパネルを接続
すると、グループパネルから各パワーユニ
ットの状態監視/遠隔設定ができます。

■RBO-RW：連動用リレーユニット
RBO-RWは、ファンコイルを連動させる
ためのリレーユニットです。
異機種のファンコイルは最大２系統まで連動
可能です。
また、同機種ファンコイルであれば最大１５A
まで連動可能です。
表示機能や操作機能はありません。

■RBB２-FCM：TD-BUS通信変換ユニット
RBB２-FCMは、最大３０台のパワーユニット
を中央監視装置（Airtegra,BA２０/BA５０）
に通信接続するための通信変換ユニット
です。
中央監視装置よりRBB２-FCMを経由し
て、各パワーユニットの発停、計測、温度
設定、冷暖切換を行います。

■RBO-WS：冷温水センサ
R B 0 - W S は 、冷 温 水 配 管に取り付 け
冷暖房モードの切換や冷温水バルブ制御に
用いるサーミスタセンサです。
2管式制御で使用する場合は１本、4管式
制御で使用する場合は2本必要です。

・形番一覧

接続負荷
７.５A/１系統当たり（AC１００V）
７.５A/１系統当たり（AC２００V）

定格電圧
AC１００V（５０/６０Hz）
AC２００V（５０/６０Hz）

RBB-GP２
RBB-GP２-B
RBB-GP２-P

タッチパネル本体 ： DC24V
金属ボックスタイプ ： AC100～２４０V（５０/６０Hz）
壁埋込パネルタイプ ： AC100～２４０V（５０/６０Hz）

バルブ

冷温水
センサ

パワーユニット

（還）冷温水

（往）冷温水

熱源

ファンコイルユニット

ファン

CH

C

コントローラ

※消費電力１０.５W以下
AC１００V（５０/６０Hz）
３VA

定格電圧
消費電力

AC１００～２４０V（５０/６０Hz）
３VA

電源電圧
消費電力

■RBB２-IO：信号用パワーユニット（グループパネル用）
RBB２-IOは、グループパネルに通信線で接続し、グループパネルが
外部デジタル信号を入出力するために使用する機器です。
グループパネル１台に最大５台まで接続でき、入出力可能な外部信号
の個数は入力４点／出力３点で、各信号の使用目的はグループパネルに
登録します。

AC１００～２４０V（５０/６０Hz）
３VA
出力：１.０A（AC１００V）/０.５A（AC２００V）

定格電圧
消費電力
接続負荷

■RBB２-MB：MODBUS通信変換ユニット

・システム構成

ＲＢＢ２-MBは、最大３０台のパワーユニットをMODBUSネットワーク
に接続する通信変換ユニットです。
またRBB-GP２でパワーユニットを監視する時や、RBB-GP２を
RBB-LNに接続する時にも使用します。
RBB２-MBには表示機能や操作機能はありません。

AC１００～２４０V（５０/６０Hz）
３VA

定格電圧
消費電力

LONWORKS®対応機器

LONWORKS®

ネットワーク

RS485通信

RS485通信

RS485通信

RS485通信

ファンコイル
ユニット

ファンコイル
ユニット

ＲＢB-LN

ＲＢB-LN

グループパネル

グループパネル

MODBUS通信
変換ユニット

MODBUS通信
変換ユニット

パワーユニット パワーユニット

ファンコイル
ユニット

ファンコイル
ユニット

パワーユニット パワーユニット
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別途手配の組み合わせ機器（リョービ株式会社製） 別途手配の組み合わせ機器（リョービ株式会社製）

ファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FRファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FR

グループパネル

最大30台

最大5台

通信変換ユニット

MODBUS
ネットワーク

（RS485通信）

通信変換ユニット

通信変換ユニット

パワーユニット

パワーユニット

パワーユニット

RS485通信

ファンコイル
ユニット

ファンコイル
ユニット

ファンコイル
ユニット

信号用
パワーユニット

外部信号

パワーユニット

パワーユニット

パワーユニット

TD-BUS
（RS485 通信）

RS485 通信

RS485 通信

他のRBB2-FCMへ

中央監視装置

ファンコイル
ユニット

ファンコイル
ユニット

ファンコイル
ユニット

ファンコイル
ユニット

パワーユニット

RBB2-FCM

RBB2-FCM

▲RBB-GP２-B

▲RBB-GP２-P

注）LON、LONWORKS®、MIP®は、米国Echelon社の米国またはその他の諸国での登録商標です。

※ご注文時、定格電圧をご指定願います。

■RBB-GP２：グループパネル
RBB-GP２は、最大１５０台のパワーユニットを接続してパワーユニット
の状態監視／遠隔操作を行います。
また、最大５台の信号入出力用パワーユニットを接続してデジタル信号
の入力／出力を行います。

■RBB-LN：LON®通信変換ユニット
RBB-LNは、最大３０台のパワーユニットを
LONWORKS®ネットワークに接続する通信変
換ユニットです。
各パワーユニットの情報を他のLONWORKS®

ネットワーク装置に伝送するためにMIP®

テクノロジーを使用しています。
また、RBB-LNにグループパネルを接続
すると、グループパネルから各パワーユニ
ットの状態監視/遠隔設定ができます。

■RBO-RW：連動用リレーユニット
RBO-RWは、ファンコイルを連動させる
ためのリレーユニットです。
異機種のファンコイルは最大２系統まで連動
可能です。
また、同機種ファンコイルであれば最大１５A
まで連動可能です。
表示機能や操作機能はありません。

■RBB２-FCM：TD-BUS通信変換ユニット
RBB２-FCMは、最大３０台のパワーユニット
を中央監視装置（Airtegra,BA２０/BA５０）
に通信接続するための通信変換ユニット
です。
中央監視装置よりRBB２-FCMを経由し
て、各パワーユニットの発停、計測、温度
設定、冷暖切換を行います。

■RBO-WS：冷温水センサ
R B 0 - W S は 、冷 温 水 配 管に取り付 け
冷暖房モードの切換や冷温水バルブ制御に
用いるサーミスタセンサです。
2管式制御で使用する場合は１本、4管式
制御で使用する場合は2本必要です。

・形番一覧

接続負荷
７.５A/１系統当たり（AC１００V）
７.５A/１系統当たり（AC２００V）

定格電圧
AC１００V（５０/６０Hz）
AC２００V（５０/６０Hz）

RBB-GP２
RBB-GP２-B
RBB-GP２-P

タッチパネル本体 ： DC24V
金属ボックスタイプ ： AC100～２４０V（５０/６０Hz）
壁埋込パネルタイプ ： AC100～２４０V（５０/６０Hz）

バルブ

冷温水
センサ

パワーユニット

（還）冷温水

（往）冷温水

熱源

ファンコイルユニット

ファン

CH

C

コントローラ

※消費電力１０.５W以下
AC１００V（５０/６０Hz）
３VA

定格電圧
消費電力

AC１００～２４０V（５０/６０Hz）
３VA

電源電圧
消費電力

■RBB２-IO：信号用パワーユニット（グループパネル用）
RBB２-IOは、グループパネルに通信線で接続し、グループパネルが
外部デジタル信号を入出力するために使用する機器です。
グループパネル１台に最大５台まで接続でき、入出力可能な外部信号
の個数は入力４点／出力３点で、各信号の使用目的はグループパネルに
登録します。

AC１００～２４０V（５０/６０Hz）
３VA
出力：１.０A（AC１００V）/０.５A（AC２００V）

定格電圧
消費電力
接続負荷

■RBB２-MB：MODBUS通信変換ユニット

・システム構成

ＲＢＢ２-MBは、最大３０台のパワーユニットをMODBUSネットワーク
に接続する通信変換ユニットです。
またRBB-GP２でパワーユニットを監視する時や、RBB-GP２を
RBB-LNに接続する時にも使用します。
RBB２-MBには表示機能や操作機能はありません。

AC１００～２４０V（５０/６０Hz）
３VA

定格電圧
消費電力

LONWORKS®対応機器

LONWORKS®

ネットワーク

RS485通信

RS485通信

RS485通信

RS485通信

ファンコイル
ユニット

ファンコイル
ユニット

ＲＢB-LN

ＲＢB-LN

グループパネル

グループパネル

MODBUS通信
変換ユニット

MODBUS通信
変換ユニット

パワーユニット パワーユニット

ファンコイル
ユニット

ファンコイル
ユニット

パワーユニット パワーユニット
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仕　　様

ファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FRファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FR

コントローラ姿図（正面図）

外形寸法図（単位：mm）
定格電圧 AC１００～２４０V（８５～２５０V） ５０/６０Hz
消費電力 ３VA（無負荷の消費電力）
絶縁抵抗 ５０MΩ以上（DC５００Vメガーにて充電部と接地端子間）
ノイズ耐性 ピーク電圧２kV（電源ライン）/１kV（I/Oライン）
 （印加時間１分間）
静電気耐力 １０kV（ケースに印加）
雷サージ耐力 ノーマルモード１kV/コモンモード２kV
 （電源端子間に印加）
使用周囲温度 ０～＋４０℃（ただし、氷結しないこと）
使用周囲湿度 ２０～８５％RH（ただし、結露しないこと）
保存周囲温度 －２０～＋６５℃（ただし、氷結しないこと）
保存周囲湿度 ２０～８５％RH（ただし、結露しないこと）
環境 ・屋内

（使用および保存） ・直射日光の当たらない場所
 ・硫化ガス・アンモニアガス等、有毒なガス
 　または爆発性ガスのない場所
 ・異常な振動・衝撃を受けない場所
 ・ごみ・麈埃の少ない場所
 ・水などの液体がかからない場所
負荷 ファンモータ…… ３.０A（AC１００V）/１.５A（AC２００V）
 バルブ…………… ２.０A（AC１００V）/１.０A（AC２００V）
 外部入力………… 微小負荷接点
 外部出力………… １.０A（AC１００V）／０.５A（AC２００V）

入出力 ファンモータ…… リレーによる接点出力
 バルブ…………… リレーによる接点出力
 冷温水センサ…… サーミスタ（０～８０℃）
 オプションセンサ… サーミスタ（０～５０℃）
 外部入力………… 無電圧接点入力
 外部出力………… リレーによる接点出力
推奨線種 ファンモータ…… VCTF１.２５mm２４芯線
 バルブ…………… VCTF１.２５mm２

 コントローラ…… VCTF０.７５mm２３芯線最大１０m
  MVVS０.７５mm２３芯線最大１００m
 冷温水センサ…… VCTF０.５０mm２２芯線最大３０m
 オプションセンサ… VCTF０.５０mm２２芯線最大３０m
 外部入力………… VCTF０.７５mm２２芯線最大５００m
 外部出力………… VCTF０.７５mm２２芯線最大５００m
 連動パワーユニット… VCTF０.７５mm２２芯線最大１０m
  MVVS０.７５mm２２芯線最大１００m
 上位通信………… MVVS０.５０mm２２芯線最大４００m
室内計測範囲 ０～５０℃（０.５℃ステップ）
室温設定範囲 １５～４０℃（０.５℃ステップ）
コントローラ通信 電圧比較方式
連動パワーユニット通信 電圧比較方式
上位通信 RS４８５準拠、９６００bps
上位からの室温設定範囲 １５～３０℃（RBB-FCMを介して）
質量 パワーユニット…… 約０.４４kg
 コントローラ…… 約０.１０kg

EDY210 FR-K EDY211 FR-K EDY220 FR-K EDY221 FR-K

■オプションセンサ
・形番：EDY１０FT

■冷温水センサ
・形番：RBO-WS

1
2
0

70 1811

15±5

270±50

ＡＷＧ２２
ＵＬ１００７

電線色（黒・白・赤）

φ７

２－４×８長穴

8
3
.5

6
2

42

■コントローラ

■パワーユニット
・形番：EDY３０□□FC、RBB２-IO

カバー 材質：ABS樹脂
 色　：DA-75（ホワイト）

シート 材質：PET

5
5

5

55
49

78 10
5

207

220

228

※パワーユニットに付属しません、必要の際は別途手配願います。

※パワーユニットに付属しません、必要の際は別途手配願います。

仕　　様

ファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FRファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FR

コントローラ姿図（正面図）

外形寸法図（単位：mm）
定格電圧 AC１００～２４０V（８５～２５０V） ５０/６０Hz
消費電力 ３VA（無負荷の消費電力）
絶縁抵抗 ５０MΩ以上（DC５００Vメガーにて充電部と接地端子間）
ノイズ耐性 ピーク電圧２kV（電源ライン）/１kV（I/Oライン）
 （印加時間１分間）
静電気耐力 １０kV（ケースに印加）
雷サージ耐力 ノーマルモード１kV/コモンモード２kV
 （電源端子間に印加）
使用周囲温度 ０～＋４０℃（ただし、氷結しないこと）
使用周囲湿度 ２０～８５％RH（ただし、結露しないこと）
保存周囲温度 －２０～＋６５℃（ただし、氷結しないこと）
保存周囲湿度 ２０～８５％RH（ただし、結露しないこと）
環境 ・屋内

（使用および保存） ・直射日光の当たらない場所
 ・硫化ガス・アンモニアガス等、有毒なガス
 　または爆発性ガスのない場所
 ・異常な振動・衝撃を受けない場所
 ・ごみ・麈埃の少ない場所
 ・水などの液体がかからない場所
負荷 ファンモータ…… ３.０A（AC１００V）/１.５A（AC２００V）
 バルブ…………… ２.０A（AC１００V）/１.０A（AC２００V）
 外部入力………… 微小負荷接点
 外部出力………… １.０A（AC１００V）／０.５A（AC２００V）

入出力 ファンモータ…… リレーによる接点出力
 バルブ…………… リレーによる接点出力
 冷温水センサ…… サーミスタ（０～８０℃）
 オプションセンサ… サーミスタ（０～５０℃）
 外部入力………… 無電圧接点入力
 外部出力………… リレーによる接点出力
推奨線種 ファンモータ…… VCTF１.２５mm２４芯線
 バルブ…………… VCTF１.２５mm２

 コントローラ…… VCTF０.７５mm２３芯線最大１０m
  MVVS０.７５mm２３芯線最大１００m
 冷温水センサ…… VCTF０.５０mm２２芯線最大３０m
 オプションセンサ… VCTF０.５０mm２２芯線最大３０m
 外部入力………… VCTF０.７５mm２２芯線最大５００m
 外部出力………… VCTF０.７５mm２２芯線最大５００m
 連動パワーユニット… VCTF０.７５mm２２芯線最大１０m
  MVVS０.７５mm２２芯線最大１００m
 上位通信………… MVVS０.５０mm２２芯線最大４００m
室内計測範囲 ０～５０℃（０.５℃ステップ）
室温設定範囲 １５～４０℃（０.５℃ステップ）
コントローラ通信 電圧比較方式
連動パワーユニット通信 電圧比較方式
上位通信 RS４８５準拠、９６００bps
上位からの室温設定範囲 １５～３０℃（RBB-FCMを介して）
質量 パワーユニット…… 約０.４４kg
 コントローラ…… 約０.１０kg

EDY210 FR-K EDY211 FR-K EDY220 FR-K EDY221 FR-K

■オプションセンサ
・形番：EDY１０FT

■冷温水センサ
・形番：RBO-WS

1
2
0

70 1811

15±5

270±50

ＡＷＧ２２
ＵＬ１００７

電線色（黒・白・赤）

φ７

２－４×８長穴

8
3
.5

6
2

42

■コントローラ

■パワーユニット
・形番：EDY３０□□FC、RBB２-IO

カバー 材質：ABS樹脂
 色　：DA-75（ホワイト）

シート 材質：PET

5
5

5

55
49

78 10
5

207

220

228

※パワーユニットに付属しません、必要の際は別途手配願います。

※パワーユニットに付属しません、必要の際は別途手配願います。
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仕　　様

ファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FRファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FR

コントローラ姿図（正面図）

外形寸法図（単位：mm）
定格電圧 AC１００～２４０V（８５～２５０V） ５０/６０Hz
消費電力 ３VA（無負荷の消費電力）
絶縁抵抗 ５０MΩ以上（DC５００Vメガーにて充電部と接地端子間）
ノイズ耐性 ピーク電圧２kV（電源ライン）/１kV（I/Oライン）
 （印加時間１分間）
静電気耐力 １０kV（ケースに印加）
雷サージ耐力 ノーマルモード１kV/コモンモード２kV
 （電源端子間に印加）
使用周囲温度 ０～＋４０℃（ただし、氷結しないこと）
使用周囲湿度 ２０～８５％RH（ただし、結露しないこと）
保存周囲温度 －２０～＋６５℃（ただし、氷結しないこと）
保存周囲湿度 ２０～８５％RH（ただし、結露しないこと）
環境 ・屋内

（使用および保存） ・直射日光の当たらない場所
 ・硫化ガス・アンモニアガス等、有毒なガス
 　または爆発性ガスのない場所
 ・異常な振動・衝撃を受けない場所
 ・ごみ・麈埃の少ない場所
 ・水などの液体がかからない場所
負荷 ファンモータ…… ３.０A（AC１００V）/１.５A（AC２００V）
 バルブ…………… ２.０A（AC１００V）/１.０A（AC２００V）
 外部入力………… 微小負荷接点
 外部出力………… １.０A（AC１００V）／０.５A（AC２００V）

入出力 ファンモータ…… リレーによる接点出力
 バルブ…………… リレーによる接点出力
 冷温水センサ…… サーミスタ（０～８０℃）
 オプションセンサ… サーミスタ（０～５０℃）
 外部入力………… 無電圧接点入力
 外部出力………… リレーによる接点出力
推奨線種 ファンモータ…… VCTF１.２５mm２４芯線
 バルブ…………… VCTF１.２５mm２

 コントローラ…… VCTF０.７５mm２３芯線最大１０m
  MVVS０.７５mm２３芯線最大１００m
 冷温水センサ…… VCTF０.５０mm２２芯線最大３０m
 オプションセンサ… VCTF０.５０mm２２芯線最大３０m
 外部入力………… VCTF０.７５mm２２芯線最大５００m
 外部出力………… VCTF０.７５mm２２芯線最大５００m
 連動パワーユニット… VCTF０.７５mm２２芯線最大１０m
  MVVS０.７５mm２２芯線最大１００m
 上位通信………… MVVS０.５０mm２２芯線最大４００m
室内計測範囲 ０～５０℃（０.５℃ステップ）
室温設定範囲 １５～４０℃（０.５℃ステップ）
コントローラ通信 電圧比較方式
連動パワーユニット通信 電圧比較方式
上位通信 RS４８５準拠、９６００bps
上位からの室温設定範囲 １５～３０℃（RBB-FCMを介して）
質量 パワーユニット…… 約０.４４kg
 コントローラ…… 約０.１０kg

EDY210 FR-K EDY211 FR-K EDY220 FR-K EDY221 FR-K

■オプションセンサ
・形番：EDY１０FT

■冷温水センサ
・形番：RBO-WS

1
2
0

70 1811

15±5

270±50

ＡＷＧ２２
ＵＬ１００７

電線色（黒・白・赤）

φ７

２－４×８長穴

8
3
.5

6
2

42

■コントローラ

■パワーユニット
・形番：EDY３０□□FC、RBB２-IO

カバー 材質：ABS樹脂
 色　：DA-75（ホワイト）

シート 材質：PET

5
5

5

55
49

78 10
5

207

220

228

※パワーユニットに付属しません、必要の際は別途手配願います。

※パワーユニットに付属しません、必要の際は別途手配願います。
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外形寸法図（単位：mm）

ファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FRファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FR

外形寸法図（単位：mm）
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★壁面穴あけ加工は埋込ボックス内寸法で行ってください。

★扉を開けて付属のネジで取り付けてください。

埋込ボックスRBO-UB2
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■グループパネル

・形番：RBB-GP２

・形番：RBB-GP２-B

・形番：RBB-GP２-P

■通信変換ユニット
・形番：RBB２-MB、RBB２-FCM

・形番：RBB-LN

■連動用リレーユニット
・形番：RBO-RW

外形寸法図（単位：mm）

ファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FRファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FR

外形寸法図（単位：mm）
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★壁面穴あけ加工は埋込ボックス内寸法で行ってください。
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■グループパネル

・形番：RBB-GP２

・形番：RBB-GP２-B

・形番：RBB-GP２-P

■通信変換ユニット
・形番：RBB２-MB、RBB２-FCM

・形番：RBB-LN

■連動用リレーユニット
・形番：RBO-RW
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外形寸法図（単位：mm）

ファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FRファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FR

外形寸法図（単位：mm）
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■グループパネル

・形番：RBB-GP２

・形番：RBB-GP２-B

・形番：RBB-GP２-P

■通信変換ユニット
・形番：RBB２-MB、RBB２-FCM

・形番：RBB-LN

■連動用リレーユニット
・形番：RBO-RW
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機　　能

ファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FRファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FR

機　　能

故障コード 故障コード意味 意味
Ｅ０１
Ｅ０２
Ｅ０３
Ｅ０４
Ｅ０５

Ｅ０６
Ｅ０７

Ｅ０８

Ｅ０９

室温センサ断線
室温センサ短絡
冷温水センサ１断線
冷温水センサ１短絡
冷温水センサ２断線

冷温水センサ２短絡
室温センサ重複
パワーユニット～
コントローラ間通信異常
外部故障入力

警報コード 警報コード意味 意味
A０１
A０２
A０３

P００
：

P１５

外部警報入力
寒温度警報
暑温度警報

連動子機（アドレス０）故障

連動子機（アドレス１５）故障

１-１ 設定温度上下限値
各冷暖房モードごとに設定温度の上下限値を設定できます。
上下限値に設定可能な温度範囲は１５～４０℃です。
標準値は各モード全て、下限値１８℃，上限値２８℃です。
設定温度上下限値変更はコントローラを用いて設定しますので、
コントローラが必要となります。
注）通信中継器（RBB-FCM）を介した中央監視装置からの温度

設定範囲は、１５～３０℃になります。
１-２ 設定温度リセット

コントローラの設定温度UP・DOWNボタンを同時に３秒間押す
と、設定温度が初期値になります。
初期値は各冷暖房モードごとに設定できます。
初期値は各モード全て２４℃です。
※初期値変更はコントローラを用いて設定しますので、コントローラ

が必要となります。
１-３ 操作禁止（外部入力はオプション、RBB-LN使用時のみ）

外部入力や通信機能によりコントローラの操作禁止を行えます。
操作禁止されているボタンを押した時は、下図のマークを液晶
ディスプレイに１秒間表示します。

１-４ タイマー（タイマー付コントローラ）
コントローラによりタイマーを設定して、ある時間後に運転／停止
を行うタイマー運転ができます。
また、ある時間後に温度制御ゆるめ（セットバック）運転／通常運転
を行うタイマー運転もできます。

１-５ バックライト（オプション）
コントローラボタンを押した時、１０秒間液晶ディスプレイにバック
ライトが点灯します。

（バックライト機能付きのコントローラのみとなります。）
２. 計測
２-１ 室内温度の感知

・コントローラの温度センサ
コントローラ内部にある温度センサで室内温度を感知します。
コントローラのディップスイッチ設定により、コントローラ温度
センサの有効／無効を切り換えます。

・パワーユニットの温度センサ（形番：EDY１０FT）
パワーユニットのオプションセンサにより室内温度を感知します。

パワーユニットにオプションセンサを取り付け、コントローラの
ディップスイッチ設定をコントローラ温度センサ無効にすると、
オプションセンサが有効になります。
ただし、オプションセンサを取り付けた状態で、コントローラ温度
センサを有効にするとエラーになります。

２-２ 室内温度の感知補正
温度センサにより感知した室内温度を、冷暖房モードごとに補正
できます。
補正可能な範囲は－９.０～＋９.０℃（０.５℃ステップ）です。
※温度補正値はコントローラを用いて設定しますので、コントロー

ラが必要になります。
２-３ 室温警報

室内温度がある温度範囲を超えた時に警報を出力します。
標準で警報温度範囲は設定されていませんので、室温警報は出力
されません。
※警報温度範囲設定はコントローラを用いて設定しますので、

コントローラが必要となります。
３. 動作
３-１ 室内温度制御

制御チャート図をご参照ください。
３-２ 過流防止制御

パワーユニットに冷温水センサを接続しファンコイルの出口配管
に取り付けます。このセンサにより感知した出口温度が冷水目標
温度より低い（温水目標温度より高い）場合、ファンコイルに冷水

（温水）が流れ過ぎていると判断して、目標温度に近づくように
フローティングバルブを閉めます。
詳細は制御チャート図をご参照ください。

※過流とは

ファンコイルユニットには各メーカーの各形番で冷温水入口出口の温度差

ごとに設計基準水量があります。

設計基準水量とは、ファンコイルユニットを設計能力値通りに効率的に運転

させる水量です。

ところが、実際には様々な要因により設計基準水量以上に流れている傾向

が見受けられます。

この設計基準水量以上に流れてしまう水量を過流と考えています。

１. 表示・操作 ３-３ 運転開始時の動作（初期運転）
・２管式ファンコイル制御

配管温度感知により冷暖房モードを自動切換する場合を考慮し
て、停止から運転を開始した時は冷温水温度を十分に感知する
ためにバルブを強制的に一定時間の間、全開にする初期運転機能
があります。（ファンは制御チャート図に従います。）
初期運転の時間はパワーユニットのディップスイッチで３分（標準
値）／３０分を切り換えできます。また、標準値は出荷時に変更
可能です。（オプション）

・４管式ファンコイル制御
制御チャート図に従って運転し、初期運転は行いません。

（パワーユニット６Pディップスイッチの初期運転時間は無視します。）
３-４ ソフト運転

風量を２段階以上切り換える時は、３秒間隔で１段階ずつ切り換え
てファン切換時の不快感を和らげます。

３-５ 停電復帰の動作設定
標準は運転モード、設定温度ともに停電前復帰です。
また、停電復帰後の運転モードと設定温度は以下の状態から選択
可能です。（オプション）
・運転モード：停止／運転／停電前復帰

※運転は自動モードで運転します。
※停電前復帰は停電前１０分未満の状態に復帰できない可能性

があります。
・設定温度：初期値／停電前復帰

※停電前復帰は停電前１０分未満の状態に復帰できない可能性
があります。

３-６ 冷暖房モードの切換
以下の方法により冷暖房モードに切り換えます。
・配管温度感知による自動切換（２管式ファンコイル制御）

パワーユニットに冷温水センサを接続し冷温水配管に取り付け
ます。
このセンサにより感知した温度が低い（冷水が流れている）時は
冷房モードになり、感知温度が高い（温水が流れている）時は暖房
モードになります。感知温度が中間（常温水）の時は送風モード
になります。（送風モード時はバルブ開となります。）

・設定温度と室内温度の差による切換（４管式ファンコイル制御）
室内温度が設定温度より１.５℃以上低い時は暖房モードになり、
１.５℃以上高い時は冷房モードになります。
室内温度と設定温度の差が±１.５℃未満の時は、現状の冷暖房
モードを維持します。
※運転開始時や設定温度変更時は、室内温度が設定温度より

低い時は暖房モード、それ以外は冷房モードとなります。
・外部信号による切換（オプション）

外部から冷暖房モード信号をパワーユニットに入力して切り換え
ます。

・通信による切換
通信により集中操作パネルから切り換えます。

・強制スイッチによる切換
コントローラ基板上のディップスイッチにより切り換えます。

３-７ インターロック
１）冷暖インターロック

４管式ファンコイルでは、冷暖房を切り換える時、熱効率を考慮
して冷水バルブと温水バルブの両方を一定時間閉めます。

（標準３０秒）
２）３方弁インターロック

３方弁バルブと２管式ファンコイルを使用した４管式運用では、
ファンコイル内部の圧力上昇を防ぐために、先に入水側バルブ
を閉めてから還水側バルブを閉めます。（標準３０秒）

３-８ 特殊４管式制御
パワーユニットに２本の冷温水センサを接続し、各配管の温度を
計測することにより、各バルブの冷温水状態に応じたバルブ制御
を行います。
また、各バルブは全閉状態がある時間の間継続すると、運転時、
初期運転時間の間強制全開させることも可能です。
※特殊４管式制御はコントローラを用いて設定しますので、コント

ローラが必要となります。
３-９ 無人運転

停止中でも室温がある温度範囲を超えた時に自動運転を行います。
また、外部信号や通信により在／不在の情報を入力することで、
確実な無人運転ができます。
※無人運転設定はコントローラを用いて設定しますので、コント

ローラが必要となります。
３-１０ 連動機能

１台のコントローラで最大１７台（親パワーユニット１台＋連動パワー
ユニット１６台）のパワーユニットを操作できます。
連動パワーユニットは親パワーユニットとコントローラの通信情報
から情報を読みとり連動しますので、親機にはコントローラが
必要になります。
以下の情報を連動可能です。
・運転連動……………必ず連動します
・設定温度連動………必ず連動します
・冷暖モード連動 ……連動パワーユニットのディップスイッチで

選択できます
・室温連動……………連動パワーユニットのディップスイッチで

選択できます
また、連動パワーユニットが故障した時は、コントローラの液晶
に連動パワーユニット番号（P００～P１５）が表示されます。
※冷暖モード連動で親パワーユニットが冷暖自動モードの場合、

連動パワーユニットは親パワーユニットの冷房／暖房に従います。
３-１１ コントローラ故障・警報表示

・コントローラ故障コード

・コントローラ警報コード

機　　能

ファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FRファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FR

機　　能

故障コード 故障コード意味 意味
Ｅ０１
Ｅ０２
Ｅ０３
Ｅ０４
Ｅ０５

Ｅ０６
Ｅ０７

Ｅ０８

Ｅ０９

室温センサ断線
室温センサ短絡
冷温水センサ１断線
冷温水センサ１短絡
冷温水センサ２断線

冷温水センサ２短絡
室温センサ重複
パワーユニット～
コントローラ間通信異常
外部故障入力

警報コード 警報コード意味 意味
A０１
A０２
A０３

P００
：

P１５

外部警報入力
寒温度警報
暑温度警報

連動子機（アドレス０）故障

連動子機（アドレス１５）故障

１-１ 設定温度上下限値
各冷暖房モードごとに設定温度の上下限値を設定できます。
上下限値に設定可能な温度範囲は１５～４０℃です。
標準値は各モード全て、下限値１８℃，上限値２８℃です。
設定温度上下限値変更はコントローラを用いて設定しますので、
コントローラが必要となります。
注）通信中継器（RBB-FCM）を介した中央監視装置からの温度

設定範囲は、１５～３０℃になります。
１-２ 設定温度リセット

コントローラの設定温度UP・DOWNボタンを同時に３秒間押す
と、設定温度が初期値になります。
初期値は各冷暖房モードごとに設定できます。
初期値は各モード全て２４℃です。
※初期値変更はコントローラを用いて設定しますので、コントローラ

が必要となります。
１-３ 操作禁止（外部入力はオプション、RBB-LN使用時のみ）

外部入力や通信機能によりコントローラの操作禁止を行えます。
操作禁止されているボタンを押した時は、下図のマークを液晶
ディスプレイに１秒間表示します。

１-４ タイマー（タイマー付コントローラ）
コントローラによりタイマーを設定して、ある時間後に運転／停止
を行うタイマー運転ができます。
また、ある時間後に温度制御ゆるめ（セットバック）運転／通常運転
を行うタイマー運転もできます。

１-５ バックライト（オプション）
コントローラボタンを押した時、１０秒間液晶ディスプレイにバック
ライトが点灯します。

（バックライト機能付きのコントローラのみとなります。）
２. 計測
２-１ 室内温度の感知

・コントローラの温度センサ
コントローラ内部にある温度センサで室内温度を感知します。
コントローラのディップスイッチ設定により、コントローラ温度
センサの有効／無効を切り換えます。

・パワーユニットの温度センサ（形番：EDY１０FT）
パワーユニットのオプションセンサにより室内温度を感知します。

パワーユニットにオプションセンサを取り付け、コントローラの
ディップスイッチ設定をコントローラ温度センサ無効にすると、
オプションセンサが有効になります。
ただし、オプションセンサを取り付けた状態で、コントローラ温度
センサを有効にするとエラーになります。

２-２ 室内温度の感知補正
温度センサにより感知した室内温度を、冷暖房モードごとに補正
できます。
補正可能な範囲は－９.０～＋９.０℃（０.５℃ステップ）です。
※温度補正値はコントローラを用いて設定しますので、コントロー

ラが必要になります。
２-３ 室温警報

室内温度がある温度範囲を超えた時に警報を出力します。
標準で警報温度範囲は設定されていませんので、室温警報は出力
されません。
※警報温度範囲設定はコントローラを用いて設定しますので、

コントローラが必要となります。
３. 動作
３-１ 室内温度制御

制御チャート図をご参照ください。
３-２ 過流防止制御

パワーユニットに冷温水センサを接続しファンコイルの出口配管
に取り付けます。このセンサにより感知した出口温度が冷水目標
温度より低い（温水目標温度より高い）場合、ファンコイルに冷水

（温水）が流れ過ぎていると判断して、目標温度に近づくように
フローティングバルブを閉めます。
詳細は制御チャート図をご参照ください。

※過流とは

ファンコイルユニットには各メーカーの各形番で冷温水入口出口の温度差

ごとに設計基準水量があります。

設計基準水量とは、ファンコイルユニットを設計能力値通りに効率的に運転

させる水量です。

ところが、実際には様々な要因により設計基準水量以上に流れている傾向

が見受けられます。

この設計基準水量以上に流れてしまう水量を過流と考えています。

１. 表示・操作 ３-３ 運転開始時の動作（初期運転）
・２管式ファンコイル制御

配管温度感知により冷暖房モードを自動切換する場合を考慮し
て、停止から運転を開始した時は冷温水温度を十分に感知する
ためにバルブを強制的に一定時間の間、全開にする初期運転機能
があります。（ファンは制御チャート図に従います。）
初期運転の時間はパワーユニットのディップスイッチで３分（標準
値）／３０分を切り換えできます。また、標準値は出荷時に変更
可能です。（オプション）

・４管式ファンコイル制御
制御チャート図に従って運転し、初期運転は行いません。

（パワーユニット６Pディップスイッチの初期運転時間は無視します。）
３-４ ソフト運転

風量を２段階以上切り換える時は、３秒間隔で１段階ずつ切り換え
てファン切換時の不快感を和らげます。

３-５ 停電復帰の動作設定
標準は運転モード、設定温度ともに停電前復帰です。
また、停電復帰後の運転モードと設定温度は以下の状態から選択
可能です。（オプション）
・運転モード：停止／運転／停電前復帰

※運転は自動モードで運転します。
※停電前復帰は停電前１０分未満の状態に復帰できない可能性

があります。
・設定温度：初期値／停電前復帰

※停電前復帰は停電前１０分未満の状態に復帰できない可能性
があります。

３-６ 冷暖房モードの切換
以下の方法により冷暖房モードに切り換えます。
・配管温度感知による自動切換（２管式ファンコイル制御）

パワーユニットに冷温水センサを接続し冷温水配管に取り付け
ます。
このセンサにより感知した温度が低い（冷水が流れている）時は
冷房モードになり、感知温度が高い（温水が流れている）時は暖房
モードになります。感知温度が中間（常温水）の時は送風モード
になります。（送風モード時はバルブ開となります。）

・設定温度と室内温度の差による切換（４管式ファンコイル制御）
室内温度が設定温度より１.５℃以上低い時は暖房モードになり、
１.５℃以上高い時は冷房モードになります。
室内温度と設定温度の差が±１.５℃未満の時は、現状の冷暖房
モードを維持します。
※運転開始時や設定温度変更時は、室内温度が設定温度より

低い時は暖房モード、それ以外は冷房モードとなります。
・外部信号による切換（オプション）

外部から冷暖房モード信号をパワーユニットに入力して切り換え
ます。

・通信による切換
通信により集中操作パネルから切り換えます。

・強制スイッチによる切換
コントローラ基板上のディップスイッチにより切り換えます。

３-７ インターロック
１）冷暖インターロック

４管式ファンコイルでは、冷暖房を切り換える時、熱効率を考慮
して冷水バルブと温水バルブの両方を一定時間閉めます。

（標準３０秒）
２）３方弁インターロック

３方弁バルブと２管式ファンコイルを使用した４管式運用では、
ファンコイル内部の圧力上昇を防ぐために、先に入水側バルブ
を閉めてから還水側バルブを閉めます。（標準３０秒）

３-８ 特殊４管式制御
パワーユニットに２本の冷温水センサを接続し、各配管の温度を
計測することにより、各バルブの冷温水状態に応じたバルブ制御
を行います。
また、各バルブは全閉状態がある時間の間継続すると、運転時、
初期運転時間の間強制全開させることも可能です。
※特殊４管式制御はコントローラを用いて設定しますので、コント

ローラが必要となります。
３-９ 無人運転

停止中でも室温がある温度範囲を超えた時に自動運転を行います。
また、外部信号や通信により在／不在の情報を入力することで、
確実な無人運転ができます。
※無人運転設定はコントローラを用いて設定しますので、コント

ローラが必要となります。
３-１０ 連動機能

１台のコントローラで最大１７台（親パワーユニット１台＋連動パワー
ユニット１６台）のパワーユニットを操作できます。
連動パワーユニットは親パワーユニットとコントローラの通信情報
から情報を読みとり連動しますので、親機にはコントローラが
必要になります。
以下の情報を連動可能です。
・運転連動……………必ず連動します
・設定温度連動………必ず連動します
・冷暖モード連動 ……連動パワーユニットのディップスイッチで

選択できます
・室温連動……………連動パワーユニットのディップスイッチで

選択できます
また、連動パワーユニットが故障した時は、コントローラの液晶
に連動パワーユニット番号（P００～P１５）が表示されます。
※冷暖モード連動で親パワーユニットが冷暖自動モードの場合、

連動パワーユニットは親パワーユニットの冷房／暖房に従います。
３-１１ コントローラ故障・警報表示

・コントローラ故障コード

・コントローラ警報コード
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機　　能

ファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FRファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FR

機　　能

故障コード 故障コード意味 意味
Ｅ０１
Ｅ０２
Ｅ０３
Ｅ０４
Ｅ０５

Ｅ０６
Ｅ０７

Ｅ０８

Ｅ０９

室温センサ断線
室温センサ短絡
冷温水センサ１断線
冷温水センサ１短絡
冷温水センサ２断線

冷温水センサ２短絡
室温センサ重複
パワーユニット～
コントローラ間通信異常
外部故障入力

警報コード 警報コード意味 意味
A０１
A０２
A０３

P００
：

P１５

外部警報入力
寒温度警報
暑温度警報

連動子機（アドレス０）故障

連動子機（アドレス１５）故障

１-１ 設定温度上下限値
各冷暖房モードごとに設定温度の上下限値を設定できます。
上下限値に設定可能な温度範囲は１５～４０℃です。
標準値は各モード全て、下限値１８℃，上限値２８℃です。
設定温度上下限値変更はコントローラを用いて設定しますので、
コントローラが必要となります。
注）通信中継器（RBB-FCM）を介した中央監視装置からの温度

設定範囲は、１５～３０℃になります。
１-２ 設定温度リセット

コントローラの設定温度UP・DOWNボタンを同時に３秒間押す
と、設定温度が初期値になります。
初期値は各冷暖房モードごとに設定できます。
初期値は各モード全て２４℃です。
※初期値変更はコントローラを用いて設定しますので、コントローラ

が必要となります。
１-３ 操作禁止（外部入力はオプション、RBB-LN使用時のみ）

外部入力や通信機能によりコントローラの操作禁止を行えます。
操作禁止されているボタンを押した時は、下図のマークを液晶
ディスプレイに１秒間表示します。

１-４ タイマー（タイマー付コントローラ）
コントローラによりタイマーを設定して、ある時間後に運転／停止
を行うタイマー運転ができます。
また、ある時間後に温度制御ゆるめ（セットバック）運転／通常運転
を行うタイマー運転もできます。

１-５ バックライト（オプション）
コントローラボタンを押した時、１０秒間液晶ディスプレイにバック
ライトが点灯します。

（バックライト機能付きのコントローラのみとなります。）
２. 計測
２-１ 室内温度の感知

・コントローラの温度センサ
コントローラ内部にある温度センサで室内温度を感知します。
コントローラのディップスイッチ設定により、コントローラ温度
センサの有効／無効を切り換えます。

・パワーユニットの温度センサ（形番：EDY１０FT）
パワーユニットのオプションセンサにより室内温度を感知します。

パワーユニットにオプションセンサを取り付け、コントローラの
ディップスイッチ設定をコントローラ温度センサ無効にすると、
オプションセンサが有効になります。
ただし、オプションセンサを取り付けた状態で、コントローラ温度
センサを有効にするとエラーになります。

２-２ 室内温度の感知補正
温度センサにより感知した室内温度を、冷暖房モードごとに補正
できます。
補正可能な範囲は－９.０～＋９.０℃（０.５℃ステップ）です。
※温度補正値はコントローラを用いて設定しますので、コントロー

ラが必要になります。
２-３ 室温警報

室内温度がある温度範囲を超えた時に警報を出力します。
標準で警報温度範囲は設定されていませんので、室温警報は出力
されません。
※警報温度範囲設定はコントローラを用いて設定しますので、

コントローラが必要となります。
３. 動作
３-１ 室内温度制御

制御チャート図をご参照ください。
３-２ 過流防止制御

パワーユニットに冷温水センサを接続しファンコイルの出口配管
に取り付けます。このセンサにより感知した出口温度が冷水目標
温度より低い（温水目標温度より高い）場合、ファンコイルに冷水

（温水）が流れ過ぎていると判断して、目標温度に近づくように
フローティングバルブを閉めます。
詳細は制御チャート図をご参照ください。

※過流とは

ファンコイルユニットには各メーカーの各形番で冷温水入口出口の温度差

ごとに設計基準水量があります。

設計基準水量とは、ファンコイルユニットを設計能力値通りに効率的に運転

させる水量です。

ところが、実際には様々な要因により設計基準水量以上に流れている傾向

が見受けられます。

この設計基準水量以上に流れてしまう水量を過流と考えています。

１. 表示・操作 ３-３ 運転開始時の動作（初期運転）
・２管式ファンコイル制御

配管温度感知により冷暖房モードを自動切換する場合を考慮し
て、停止から運転を開始した時は冷温水温度を十分に感知する
ためにバルブを強制的に一定時間の間、全開にする初期運転機能
があります。（ファンは制御チャート図に従います。）
初期運転の時間はパワーユニットのディップスイッチで３分（標準
値）／３０分を切り換えできます。また、標準値は出荷時に変更
可能です。（オプション）

・４管式ファンコイル制御
制御チャート図に従って運転し、初期運転は行いません。

（パワーユニット６Pディップスイッチの初期運転時間は無視します。）
３-４ ソフト運転

風量を２段階以上切り換える時は、３秒間隔で１段階ずつ切り換え
てファン切換時の不快感を和らげます。

３-５ 停電復帰の動作設定
標準は運転モード、設定温度ともに停電前復帰です。
また、停電復帰後の運転モードと設定温度は以下の状態から選択
可能です。（オプション）
・運転モード：停止／運転／停電前復帰

※運転は自動モードで運転します。
※停電前復帰は停電前１０分未満の状態に復帰できない可能性

があります。
・設定温度：初期値／停電前復帰

※停電前復帰は停電前１０分未満の状態に復帰できない可能性
があります。

３-６ 冷暖房モードの切換
以下の方法により冷暖房モードに切り換えます。
・配管温度感知による自動切換（２管式ファンコイル制御）

パワーユニットに冷温水センサを接続し冷温水配管に取り付け
ます。
このセンサにより感知した温度が低い（冷水が流れている）時は
冷房モードになり、感知温度が高い（温水が流れている）時は暖房
モードになります。感知温度が中間（常温水）の時は送風モード
になります。（送風モード時はバルブ開となります。）

・設定温度と室内温度の差による切換（４管式ファンコイル制御）
室内温度が設定温度より１.５℃以上低い時は暖房モードになり、
１.５℃以上高い時は冷房モードになります。
室内温度と設定温度の差が±１.５℃未満の時は、現状の冷暖房
モードを維持します。
※運転開始時や設定温度変更時は、室内温度が設定温度より

低い時は暖房モード、それ以外は冷房モードとなります。
・外部信号による切換（オプション）

外部から冷暖房モード信号をパワーユニットに入力して切り換え
ます。

・通信による切換
通信により集中操作パネルから切り換えます。

・強制スイッチによる切換
コントローラ基板上のディップスイッチにより切り換えます。

３-７ インターロック
１）冷暖インターロック

４管式ファンコイルでは、冷暖房を切り換える時、熱効率を考慮
して冷水バルブと温水バルブの両方を一定時間閉めます。

（標準３０秒）
２）３方弁インターロック

３方弁バルブと２管式ファンコイルを使用した４管式運用では、
ファンコイル内部の圧力上昇を防ぐために、先に入水側バルブ
を閉めてから還水側バルブを閉めます。（標準３０秒）

３-８ 特殊４管式制御
パワーユニットに２本の冷温水センサを接続し、各配管の温度を
計測することにより、各バルブの冷温水状態に応じたバルブ制御
を行います。
また、各バルブは全閉状態がある時間の間継続すると、運転時、
初期運転時間の間強制全開させることも可能です。
※特殊４管式制御はコントローラを用いて設定しますので、コント

ローラが必要となります。
３-９ 無人運転

停止中でも室温がある温度範囲を超えた時に自動運転を行います。
また、外部信号や通信により在／不在の情報を入力することで、
確実な無人運転ができます。
※無人運転設定はコントローラを用いて設定しますので、コント

ローラが必要となります。
３-１０ 連動機能

１台のコントローラで最大１７台（親パワーユニット１台＋連動パワー
ユニット１６台）のパワーユニットを操作できます。
連動パワーユニットは親パワーユニットとコントローラの通信情報
から情報を読みとり連動しますので、親機にはコントローラが
必要になります。
以下の情報を連動可能です。
・運転連動……………必ず連動します
・設定温度連動………必ず連動します
・冷暖モード連動 ……連動パワーユニットのディップスイッチで

選択できます
・室温連動……………連動パワーユニットのディップスイッチで

選択できます
また、連動パワーユニットが故障した時は、コントローラの液晶
に連動パワーユニット番号（P００～P１５）が表示されます。
※冷暖モード連動で親パワーユニットが冷暖自動モードの場合、

連動パワーユニットは親パワーユニットの冷房／暖房に従います。
３-１１ コントローラ故障・警報表示

・コントローラ故障コード

・コントローラ警報コード
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室温

ファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FRファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FR

機　　能 機　　能

ポート名
入力ポート０
入力ポート１
入力ポート２
入力ポート３

端子名
INP／INN
I１P／I１N
I２P／I２N
I３P／I３N

ONで実行する命令

命令表より選択 命令表より選択 命令表より選択 命令表より選択

OFFで実行する命令

ポート名
出力ポート０
出力ポート１
出力ポート２

端子名
OUP／OUN
O１P／O１N
O２P／O２N

ONする条件（全ての条件を満たした時のみONします。）

条件表より選択 条件表より選択 条件表より選択 条件表より選択

リセット
摂氏華氏初期化
ファン中風固定
ファン自動制御

暖房モード
除湿禁止ON
居住者なし

停止＆操作禁止

停止
外部故障OFF

ファン強風固定
バルブ全閉
送風モード

外部警報OFF
居住者あり

運転
外部故障ON

ファン弱風自動
バルブ全開

冷暖自動モード
外部警報ON
外部出力OFF

運転切換
ファン停止

ファン中風自動
バルブ自動制御

除湿モード
操作禁止OFF
外部出力ON

設定温度初期化
ファン弱風固定
ファン強風自動

冷房モード
除湿禁止OFF
操作禁止ON
外部出力反転

リセット
故障あり

ファン弱風自動
バルブ全開

冷暖自動モード
警報あり

停止＆操作禁止

停止
ファン停止

ファン中風自動
バルブ自動制御

除湿モード
操作禁止OFF

運転
ファン弱風固定
ファン強風自動

冷房状態
除湿禁止OFF
操作禁止ON

運転切換
ファン中風固定
ファン自動制御

暖房状態
除湿禁止ON
居住者なし

故障なし
ファン強風固定

バルブ全閉
送風状態
警報なし

居住者あり

４. 外部入出力
・外部入力（標準はONパルス入力による運転切換。その他はオプション。）
下表のような信号を入力します。［入力ポート１～３はオプションボードが必要です。］

・命令表（種類一覧）

・外部出力（標準設定は運転信号出力。その他はオプション。）
下表のような信号を出力します。［出力ポート１～２はオプションボードが必要です。］

・条件表（種類一覧）

５. 上位通信
グループパネルなどの中央監視装置と通信接続して、パワーユニットの状態を監視したり変更することができます。通信方式はRS４８５通信です。
中央監視装置とコントローラは後押し優先となります。

６. 各部名称と設定
■コントローラ（フロントカバーを開けた状態）

ON

1 2 3 4 5 6

未
使
用 

強制冷暖 保守用 

温度 
センサ 
無効 

1＝OFF，2＝OFF 通常
1＝ON ，2＝OFF 冷房
1＝OFF，2＝ON 送風
1＝ON ，2＝ON 暖房

3＝OFF， 4＝OFF 通常
3＝ON ， 4＝OFF 状態
3＝OFF， 4＝ON 運用
3＝ON ， 4＝ON 特殊

通常 通常 
有効 

※コントローラ６Pディップスイッチの５番を切り換えると、

ソフトリセットを行います。

連続して切り換える時は、１０秒以上の間隔をあけて切り換え

てください。

C１. コントローラ６Pディップスイッチ
※下図は標準設定です。

６. 各部名称と設定
■パワーユニット（カバーを開けた状態）

B２. アドレススイッチ

B３. ４Pディップスイッチ

※左図は標準設定です。

※ダイヤルをまわして上位通信のアドレス０～１５（F）を設定します。

パワーユニット４Pディップスイッチ２番の状態により、グループAの０～１５、

グループBの０～１５の計３２種類のアドレス設定ができます。

※上図は標準設定です。

※パワーユニット４Pディップスイッチの４番を切り換えると、ソフトリセット

を行います。

　連続して切り換える時は、１０秒以上の間隔をあけて切り換えてください。

B４. ６Pディップスイッチ

※上図は標準設定です。

室温
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故障なし
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居住者あり

４. 外部入出力
・外部入力（標準はONパルス入力による運転切換。その他はオプション。）
下表のような信号を入力します。［入力ポート１～３はオプションボードが必要です。］

・命令表（種類一覧）

・外部出力（標準設定は運転信号出力。その他はオプション。）
下表のような信号を出力します。［出力ポート１～２はオプションボードが必要です。］

・条件表（種類一覧）

５. 上位通信
グループパネルなどの中央監視装置と通信接続して、パワーユニットの状態を監視したり変更することができます。通信方式はRS４８５通信です。
中央監視装置とコントローラは後押し優先となります。

６. 各部名称と設定
■コントローラ（フロントカバーを開けた状態）

ON

1 2 3 4 5 6

未
使
用 

強制冷暖 保守用 

温度 
センサ 
無効 

1＝OFF，2＝OFF 通常
1＝ON ，2＝OFF 冷房
1＝OFF，2＝ON 送風
1＝ON ，2＝ON 暖房

3＝OFF， 4＝OFF 通常
3＝ON ， 4＝OFF 状態
3＝OFF， 4＝ON 運用
3＝ON ， 4＝ON 特殊

通常 通常 
有効 

※コントローラ６Pディップスイッチの５番を切り換えると、

ソフトリセットを行います。

連続して切り換える時は、１０秒以上の間隔をあけて切り換え

てください。

C１. コントローラ６Pディップスイッチ
※下図は標準設定です。

６. 各部名称と設定
■パワーユニット（カバーを開けた状態）

B２. アドレススイッチ

B３. ４Pディップスイッチ

※左図は標準設定です。

※ダイヤルをまわして上位通信のアドレス０～１５（F）を設定します。

パワーユニット４Pディップスイッチ２番の状態により、グループAの０～１５、

グループBの０～１５の計３２種類のアドレス設定ができます。

※上図は標準設定です。

※パワーユニット４Pディップスイッチの４番を切り換えると、ソフトリセット

を行います。

　連続して切り換える時は、１０秒以上の間隔をあけて切り換えてください。

B４. ６Pディップスイッチ

※上図は標準設定です。
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室温

ファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FRファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FR
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居住者あり

運転
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ファン弱風自動
バルブ全開

冷暖自動モード
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運転切換
ファン停止
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バルブ自動制御

除湿モード
操作禁止OFF
外部出力ON

設定温度初期化
ファン弱風固定
ファン強風自動

冷房モード
除湿禁止OFF
操作禁止ON
外部出力反転

リセット
故障あり

ファン弱風自動
バルブ全開

冷暖自動モード
警報あり

停止＆操作禁止

停止
ファン停止

ファン中風自動
バルブ自動制御

除湿モード
操作禁止OFF

運転
ファン弱風固定
ファン強風自動

冷房状態
除湿禁止OFF
操作禁止ON

運転切換
ファン中風固定
ファン自動制御

暖房状態
除湿禁止ON
居住者なし

故障なし
ファン強風固定

バルブ全閉
送風状態
警報なし

居住者あり

４. 外部入出力
・外部入力（標準はONパルス入力による運転切換。その他はオプション。）
下表のような信号を入力します。［入力ポート１～３はオプションボードが必要です。］

・命令表（種類一覧）

・外部出力（標準設定は運転信号出力。その他はオプション。）
下表のような信号を出力します。［出力ポート１～２はオプションボードが必要です。］
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５. 上位通信
グループパネルなどの中央監視装置と通信接続して、パワーユニットの状態を監視したり変更することができます。通信方式はRS４８５通信です。
中央監視装置とコントローラは後押し優先となります。

６. 各部名称と設定
■コントローラ（フロントカバーを開けた状態）

ON

1 2 3 4 5 6

未
使
用 

強制冷暖 保守用 

温度 
センサ 
無効 

1＝OFF，2＝OFF 通常
1＝ON ，2＝OFF 冷房
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3＝OFF， 4＝ON 運用
3＝ON ， 4＝ON 特殊

通常 通常 
有効 

※コントローラ６Pディップスイッチの５番を切り換えると、

ソフトリセットを行います。

連続して切り換える時は、１０秒以上の間隔をあけて切り換え

てください。

C１. コントローラ６Pディップスイッチ
※下図は標準設定です。

６. 各部名称と設定
■パワーユニット（カバーを開けた状態）

B２. アドレススイッチ

B３. ４Pディップスイッチ

※左図は標準設定です。

※ダイヤルをまわして上位通信のアドレス０～１５（F）を設定します。

パワーユニット４Pディップスイッチ２番の状態により、グループAの０～１５、

グループBの０～１５の計３２種類のアドレス設定ができます。

※上図は標準設定です。

※パワーユニット４Pディップスイッチの４番を切り換えると、ソフトリセット

を行います。

　連続して切り換える時は、１０秒以上の間隔をあけて切り換えてください。

B４. ６Pディップスイッチ

※上図は標準設定です。

−12−



制御チャート図

ファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FRファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FR

結線図

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

自動モード

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

弱風モード

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

中風モード

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

強風モード

冷 強風
房 中風
運 弱風
転 停止

暖 強風
房 中風
運 弱風
転 停止

送 強風
風 中風
運 弱風
転 停止

矢印↑はバルブ全開で１０分間状態の変化が無い時に実行します。

OFF
ON

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

冷房運転

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

暖房運転

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度
送風運転（2管式）

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度
送風運転（4管式）

0%

50%

100%

矢印↑は室温の変化時間からバルブ開度を計算します。
バルブ開度は10%単位です

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

冷房運転

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

暖房運転

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度
送風運転（2管式）

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度
送風運転（4管式）

（斜線部：不感帯）

目標温度

出口温度 出口温度
高

低

上限
開度

上限
開度

高

低-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

冷房運転

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

暖房運転

冷房
暖房

-1.0-2.0 0.0 +1.0℃+2.0℃
室内温度－設定温度

冷暖自動運転

冷 強風
房 中風
運 弱風
転 停止

暖 強風
房 中風
運 弱風
転 停止

送 強風
風 中風
運 弱風
転 停止

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

自動モード

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

弱風モード

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

中風モード

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

強風モード

１. ファンの制御
・風量制御（風量停止を使用する制御） ・水量制御（風量停止を使用しない制御）

２. バルブの制御
・ＯＮ／ＯＦＦバルブ ・フローティングバルブ

３. 過流防止制御（フローティングバルブ）

４. 冷暖房自動切換（４管式ファンコイル）

※過流防止機能を使用する場合の必須条件
・バルブがフローティングバルブであること
（推奨機種：株式会社キッツ製６５FBWシリーズ）

・過流状態を感知するための出口温度センサ（RBO-WS）が必要
（４管式ファンコイルの場合、２本接続可能）

※過流防止機能の設定項目は、コントローラを用いて設定しますので、コント
ローラが必要となります。

※冷暖房切替動作の説明
室内温度が設定温度よりも－１.５℃以下の時は暖房モードになります。
＋１.５℃以上の時は冷房モードになります。－１.５～＋１.５℃の間は現状の
冷暖房モードを維持します。ただし、電源投入時や設定温度変更時は、
室内温度が設定温度以上の時は冷房モードに、設定温度未満の時は暖房
モードとなります。

※過流防止制御動作の説明
冷房運転時、出口配管温度が目標温度を中心とした不感帯よりも低い場合、
出口配管温度が不感帯内になるようにバルブを絞り、使用可能なバルブの
上限開度を調整します。不感帯の標準値は目標温度±０.５℃以内です。
ただし、冷房運転時、室内温度が設定温度より１.５℃以上高い状態が１０分間
継続すると、過流防止制御を中止して、室内温度が設定温度に下がるまで、
室内温度制御を優先します。

※自動モードの冷房運転を例にＯＮ/ＯＦＦバルブ動作の説明
室内温度が設定温度よりも－０.５℃以下の時は全閉になります。＋０.５℃以上
の時は全開になります。０.０℃の時は現状維持です。

※自動モードの冷房運転を例にファン動作の説明
室内温度が設定温度よりも－０.５℃以下の時は弱風になります。＋１.５℃以
上の時は強風になります。＋０.５～＋１.０℃の間はバルブ全開状態で室温が
１０分以上変化しない時に風量を１段上げます。０.０℃の時は現状維持です。

※自動モードの冷房運転を例にファン動作の説明
室内温度が設定温度よりも－０.５℃以下の時は停止します。＋１.５℃以上の
時は強風になります。＋０.５～＋１.０℃の間は室温が上昇したり、室温が１０分
以上変化しない時に風量を１段上げます。０.０℃の時は現状維持です。

※自動モードの冷房運転を例にフローティングバルブ動作の説明
室内温度が設定温度よりも－１.０℃以下の時は全閉になります。＋１.０℃以上
の時は全開になります。０.０℃から－０.５℃になった時は室温の変化時間から
計算した開度だけバルブを閉めます。０.０℃から＋０.５℃になった時は室温
の変化時間から計算した開度だけバルブを開けます。－０.５℃で室温が１０
分以上変化しない時はバルブを１０％閉めます。＋０.５℃で室温が１０分以上
変化しない時はバルブを１０％開けます。０.０℃の時は現状維持です。

①パワーユニット～室内設定器間（配線距離：最大１００m）
・VCTF　 ０.７５mm２　３芯（１０m以下の場合）
・MVVS　０.７５mm２　３芯（１０m～１００mおよびノイズ条件が悪い場合）

シールド線はアースしてください。

②パワーユニット～上位通信間（配線距離：最大４００m［全長］）
・MVVS　０.５mm２　２芯（シールド線はアースしてください）

③冷温水センサ延長の場合（配線距離：最大３０m）
・MVVS　０.５mm２　２芯（シールド線はアースしてください）

④パワーユニット用室温センサ延長の場合（配線距離：最大３０m）
・MVVS　０.５mm２　２芯（シールド線はアースしてください）

上位通信線 ※別売
・監視装置 
・他パワーユニットへ 

オプション 
センサ 

連動パワーユニットの 
Wht/Red端子へ 

 

冷温水 
センサ1

冷温水 
センサ2

汎用入力 
無電圧接点 

汎用入力（3点） 
無電圧接点 

汎用出力（2点）
無電圧接点 

汎用出力 
無電圧接点 

Ｌ ＋ Ｌ GND

BI k OUP OUN OP2 CL2 VC VS VR H M L C S R FGOP1 CL1Red SHLWht

SHL Se1 Se1 Se2 Se2 I NP I NN I 1P I 1N I 2P I 3P I 3N O1P O1N O2P O2NI2N－ 

コントローラ 

ON/OFFバルブ 
（4管式＝温水） 

ON/OFFバルブ 
（4管式＝冷水） 

ファン 

ファン用
電源 温 温 冷 冷 

開 

強 中 弱 

黒 白 赤 

閉 開 閉 

3方弁ON/OFF 
還水側バルブ 

フローティング 
バルブ 

（4管式＝温水） 

フローティング 
バルブ 

（4管式＝冷水） 
（2管式＝冷温水） 

3方弁ON/OFF 
入水側バルブ バルブ用 

電源 

COM

電源 アース

■EDY３型

※推奨適用電線

※接続例

※パワーユニットには上記のFG線が付属します。
　・KIV　2.0mm2　(緑)
　・圧着端子(両側)　丸型端子（R2-S4相当品)
　・マークチューブ長さ　20mm(無地)

注意事項:
※FG端子はできるだけ太く短い電線でアースされている金属筐体に接続して

ください。
※パワーユニットの電源には、過電圧や過電流を感知すると電源出力を停止し

て、電子回路を保護する機能があります(供給電源をリセットすると復旧しま
す)。

　パワーユニットのノイズ耐力を超えるノイズが周辺にある場合、この保護機
能が働きます。

　そこで、ノイズ耐力を向上するために、FG端子～金属筐体の電線はできるだ
け太く短くしてください。

　さらに大きなノイズがある場合は、さらに電線を短くするか、ノイズ源の除去
やフェライトコア等のノイズ対策部品でノイズの軽減をおこなってください。

（2管式＝冷温水） 

150mm

固定ネジ

金
属
面

制御チャート図

ファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FRファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FR

結線図

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

自動モード

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

弱風モード

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

中風モード

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

強風モード

冷 強風
房 中風
運 弱風
転 停止

暖 強風
房 中風
運 弱風
転 停止

送 強風
風 中風
運 弱風
転 停止

矢印↑はバルブ全開で１０分間状態の変化が無い時に実行します。

OFF
ON

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

冷房運転

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

暖房運転

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度
送風運転（2管式）

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度
送風運転（4管式）

0%

50%

100%

矢印↑は室温の変化時間からバルブ開度を計算します。
バルブ開度は10%単位です

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

冷房運転

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

暖房運転

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度
送風運転（2管式）

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度
送風運転（4管式）

（斜線部：不感帯）

目標温度

出口温度 出口温度
高

低

上限
開度

上限
開度

高

低-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

冷房運転

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

暖房運転

冷房
暖房

-1.0-2.0 0.0 +1.0℃+2.0℃
室内温度－設定温度

冷暖自動運転

冷 強風
房 中風
運 弱風
転 停止

暖 強風
房 中風
運 弱風
転 停止

送 強風
風 中風
運 弱風
転 停止

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

自動モード

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

弱風モード

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

中風モード

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

強風モード

１. ファンの制御
・風量制御（風量停止を使用する制御） ・水量制御（風量停止を使用しない制御）

２. バルブの制御
・ＯＮ／ＯＦＦバルブ ・フローティングバルブ

３. 過流防止制御（フローティングバルブ）

４. 冷暖房自動切換（４管式ファンコイル）

※過流防止機能を使用する場合の必須条件
・バルブがフローティングバルブであること
（推奨機種：株式会社キッツ製６５FBWシリーズ）

・過流状態を感知するための出口温度センサ（RBO-WS）が必要
（４管式ファンコイルの場合、２本接続可能）

※過流防止機能の設定項目は、コントローラを用いて設定しますので、コント
ローラが必要となります。

※冷暖房切替動作の説明
室内温度が設定温度よりも－１.５℃以下の時は暖房モードになります。
＋１.５℃以上の時は冷房モードになります。－１.５～＋１.５℃の間は現状の
冷暖房モードを維持します。ただし、電源投入時や設定温度変更時は、
室内温度が設定温度以上の時は冷房モードに、設定温度未満の時は暖房
モードとなります。

※過流防止制御動作の説明
冷房運転時、出口配管温度が目標温度を中心とした不感帯よりも低い場合、
出口配管温度が不感帯内になるようにバルブを絞り、使用可能なバルブの
上限開度を調整します。不感帯の標準値は目標温度±０.５℃以内です。
ただし、冷房運転時、室内温度が設定温度より１.５℃以上高い状態が１０分間
継続すると、過流防止制御を中止して、室内温度が設定温度に下がるまで、
室内温度制御を優先します。

※自動モードの冷房運転を例にＯＮ/ＯＦＦバルブ動作の説明
室内温度が設定温度よりも－０.５℃以下の時は全閉になります。＋０.５℃以上
の時は全開になります。０.０℃の時は現状維持です。

※自動モードの冷房運転を例にファン動作の説明
室内温度が設定温度よりも－０.５℃以下の時は弱風になります。＋１.５℃以
上の時は強風になります。＋０.５～＋１.０℃の間はバルブ全開状態で室温が
１０分以上変化しない時に風量を１段上げます。０.０℃の時は現状維持です。

※自動モードの冷房運転を例にファン動作の説明
室内温度が設定温度よりも－０.５℃以下の時は停止します。＋１.５℃以上の
時は強風になります。＋０.５～＋１.０℃の間は室温が上昇したり、室温が１０分
以上変化しない時に風量を１段上げます。０.０℃の時は現状維持です。

※自動モードの冷房運転を例にフローティングバルブ動作の説明
室内温度が設定温度よりも－１.０℃以下の時は全閉になります。＋１.０℃以上
の時は全開になります。０.０℃から－０.５℃になった時は室温の変化時間から
計算した開度だけバルブを閉めます。０.０℃から＋０.５℃になった時は室温
の変化時間から計算した開度だけバルブを開けます。－０.５℃で室温が１０
分以上変化しない時はバルブを１０％閉めます。＋０.５℃で室温が１０分以上
変化しない時はバルブを１０％開けます。０.０℃の時は現状維持です。

①パワーユニット～室内設定器間（配線距離：最大１００m）
・VCTF　 ０.７５mm２　３芯（１０m以下の場合）
・MVVS　０.７５mm２　３芯（１０m～１００mおよびノイズ条件が悪い場合）

シールド線はアースしてください。

②パワーユニット～上位通信間（配線距離：最大４００m［全長］）
・MVVS　０.５mm２　２芯（シールド線はアースしてください）

③冷温水センサ延長の場合（配線距離：最大３０m）
・MVVS　０.５mm２　２芯（シールド線はアースしてください）

④パワーユニット用室温センサ延長の場合（配線距離：最大３０m）
・MVVS　０.５mm２　２芯（シールド線はアースしてください）

上位通信線 ※別売
・監視装置 
・他パワーユニットへ 

オプション 
センサ 

連動パワーユニットの 
Wht/Red端子へ 

 

冷温水 
センサ1

冷温水 
センサ2

汎用入力 
無電圧接点 

汎用入力（3点） 
無電圧接点 

汎用出力（2点）
無電圧接点 

汎用出力 
無電圧接点 

Ｌ ＋ Ｌ GND

BI k OUP OUN OP2 CL2 VC VS VR H M L C S R FGOP1 CL1Red SHLWht

SHL Se1 Se1 Se2 Se2 I NP I NN I 1P I 1N I 2P I 3P I 3N O1P O1N O2P O2NI2N－ 

コントローラ 

ON/OFFバルブ 
（4管式＝温水） 

ON/OFFバルブ 
（4管式＝冷水） 

ファン 

ファン用
電源 温 温 冷 冷 

開 

強 中 弱 

黒 白 赤 

閉 開 閉 

3方弁ON/OFF 
還水側バルブ 

フローティング 
バルブ 

（4管式＝温水） 

フローティング 
バルブ 

（4管式＝冷水） 
（2管式＝冷温水） 

3方弁ON/OFF 
入水側バルブ バルブ用 

電源 

COM

電源 アース

■EDY３型

※推奨適用電線

※接続例

※パワーユニットには上記のFG線が付属します。
　・KIV　2.0mm2　(緑)
　・圧着端子(両側)　丸型端子（R2-S4相当品)
　・マークチューブ長さ　20mm(無地)

注意事項:
※FG端子はできるだけ太く短い電線でアースされている金属筐体に接続して

ください。
※パワーユニットの電源には、過電圧や過電流を感知すると電源出力を停止し

て、電子回路を保護する機能があります(供給電源をリセットすると復旧しま
す)。

　パワーユニットのノイズ耐力を超えるノイズが周辺にある場合、この保護機
能が働きます。

　そこで、ノイズ耐力を向上するために、FG端子～金属筐体の電線はできるだ
け太く短くしてください。

　さらに大きなノイズがある場合は、さらに電線を短くするか、ノイズ源の除去
やフェライトコア等のノイズ対策部品でノイズの軽減をおこなってください。

（2管式＝冷温水） 

150mm

固定ネジ

金
属
面
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制御チャート図

ファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FRファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FR

結線図

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

自動モード

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

弱風モード

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

中風モード

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

強風モード

冷 強風
房 中風
運 弱風
転 停止

暖 強風
房 中風
運 弱風
転 停止

送 強風
風 中風
運 弱風
転 停止

矢印↑はバルブ全開で１０分間状態の変化が無い時に実行します。

OFF
ON

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

冷房運転

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

暖房運転

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度
送風運転（2管式）

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度
送風運転（4管式）

0%

50%

100%

矢印↑は室温の変化時間からバルブ開度を計算します。
バルブ開度は10%単位です

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

冷房運転

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

暖房運転

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度
送風運転（2管式）

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度
送風運転（4管式）

（斜線部：不感帯）

目標温度

出口温度 出口温度
高

低

上限
開度

上限
開度

高

低-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

冷房運転

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

暖房運転

冷房
暖房

-1.0-2.0 0.0 +1.0℃+2.0℃
室内温度－設定温度

冷暖自動運転

冷 強風
房 中風
運 弱風
転 停止

暖 強風
房 中風
運 弱風
転 停止

送 強風
風 中風
運 弱風
転 停止

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

自動モード

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

弱風モード

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

中風モード

-1.0 0.0 +1.0℃
室内温度－設定温度

強風モード

１. ファンの制御
・風量制御（風量停止を使用する制御） ・水量制御（風量停止を使用しない制御）

２. バルブの制御
・ＯＮ／ＯＦＦバルブ ・フローティングバルブ

３. 過流防止制御（フローティングバルブ）

４. 冷暖房自動切換（４管式ファンコイル）

※過流防止機能を使用する場合の必須条件
・バルブがフローティングバルブであること
（推奨機種：株式会社キッツ製６５FBWシリーズ）

・過流状態を感知するための出口温度センサ（RBO-WS）が必要
（４管式ファンコイルの場合、２本接続可能）

※過流防止機能の設定項目は、コントローラを用いて設定しますので、コント
ローラが必要となります。

※冷暖房切替動作の説明
室内温度が設定温度よりも－１.５℃以下の時は暖房モードになります。
＋１.５℃以上の時は冷房モードになります。－１.５～＋１.５℃の間は現状の
冷暖房モードを維持します。ただし、電源投入時や設定温度変更時は、
室内温度が設定温度以上の時は冷房モードに、設定温度未満の時は暖房
モードとなります。

※過流防止制御動作の説明
冷房運転時、出口配管温度が目標温度を中心とした不感帯よりも低い場合、
出口配管温度が不感帯内になるようにバルブを絞り、使用可能なバルブの
上限開度を調整します。不感帯の標準値は目標温度±０.５℃以内です。
ただし、冷房運転時、室内温度が設定温度より１.５℃以上高い状態が１０分間
継続すると、過流防止制御を中止して、室内温度が設定温度に下がるまで、
室内温度制御を優先します。

※自動モードの冷房運転を例にＯＮ/ＯＦＦバルブ動作の説明
室内温度が設定温度よりも－０.５℃以下の時は全閉になります。＋０.５℃以上
の時は全開になります。０.０℃の時は現状維持です。

※自動モードの冷房運転を例にファン動作の説明
室内温度が設定温度よりも－０.５℃以下の時は弱風になります。＋１.５℃以
上の時は強風になります。＋０.５～＋１.０℃の間はバルブ全開状態で室温が
１０分以上変化しない時に風量を１段上げます。０.０℃の時は現状維持です。

※自動モードの冷房運転を例にファン動作の説明
室内温度が設定温度よりも－０.５℃以下の時は停止します。＋１.５℃以上の
時は強風になります。＋０.５～＋１.０℃の間は室温が上昇したり、室温が１０分
以上変化しない時に風量を１段上げます。０.０℃の時は現状維持です。

※自動モードの冷房運転を例にフローティングバルブ動作の説明
室内温度が設定温度よりも－１.０℃以下の時は全閉になります。＋１.０℃以上
の時は全開になります。０.０℃から－０.５℃になった時は室温の変化時間から
計算した開度だけバルブを閉めます。０.０℃から＋０.５℃になった時は室温
の変化時間から計算した開度だけバルブを開けます。－０.５℃で室温が１０
分以上変化しない時はバルブを１０％閉めます。＋０.５℃で室温が１０分以上
変化しない時はバルブを１０％開けます。０.０℃の時は現状維持です。

①パワーユニット～室内設定器間（配線距離：最大１００m）
・VCTF　 ０.７５mm２　３芯（１０m以下の場合）
・MVVS　０.７５mm２　３芯（１０m～１００mおよびノイズ条件が悪い場合）

シールド線はアースしてください。

②パワーユニット～上位通信間（配線距離：最大４００m［全長］）
・MVVS　０.５mm２　２芯（シールド線はアースしてください）

③冷温水センサ延長の場合（配線距離：最大３０m）
・MVVS　０.５mm２　２芯（シールド線はアースしてください）

④パワーユニット用室温センサ延長の場合（配線距離：最大３０m）
・MVVS　０.５mm２　２芯（シールド線はアースしてください）

上位通信線 ※別売
・監視装置 
・他パワーユニットへ 

オプション 
センサ 

連動パワーユニットの 
Wht/Red端子へ 

 

冷温水 
センサ1

冷温水 
センサ2

汎用入力 
無電圧接点 

汎用入力（3点） 
無電圧接点 

汎用出力（2点）
無電圧接点 

汎用出力 
無電圧接点 

Ｌ ＋ Ｌ GND

BI k OUP OUN OP2 CL2 VC VS VR H M L C S R FGOP1 CL1Red SHLWht

SHL Se1 Se1 Se2 Se2 I NP I NN I 1P I 1N I 2P I 3P I 3N O1P O1N O2P O2NI2N－ 

コントローラ 

ON/OFFバルブ 
（4管式＝温水） 

ON/OFFバルブ 
（4管式＝冷水） 

ファン 

ファン用
電源 温 温 冷 冷 

開 

強 中 弱 

黒 白 赤 

閉 開 閉 

3方弁ON/OFF 
還水側バルブ 

フローティング 
バルブ 

（4管式＝温水） 

フローティング 
バルブ 

（4管式＝冷水） 
（2管式＝冷温水） 

3方弁ON/OFF 
入水側バルブ バルブ用 

電源 

COM

電源 アース

■EDY３型

※推奨適用電線

※接続例

※パワーユニットには上記のFG線が付属します。
　・KIV　2.0mm2　(緑)
　・圧着端子(両側)　丸型端子（R2-S4相当品)
　・マークチューブ長さ　20mm(無地)

注意事項:
※FG端子はできるだけ太く短い電線でアースされている金属筐体に接続して

ください。
※パワーユニットの電源には、過電圧や過電流を感知すると電源出力を停止し

て、電子回路を保護する機能があります(供給電源をリセットすると復旧しま
す)。

　パワーユニットのノイズ耐力を超えるノイズが周辺にある場合、この保護機
能が働きます。

　そこで、ノイズ耐力を向上するために、FG端子～金属筐体の電線はできるだ
け太く短くしてください。

　さらに大きなノイズがある場合は、さらに電線を短くするか、ノイズ源の除去
やフェライトコア等のノイズ対策部品でノイズの軽減をおこなってください。

（2管式＝冷温水） 

150mm

固定ネジ

金
属
面

−14−



冷温水配管

① 冷温水センサ
保温材 アルミテープ

結束バンド

②
断熱材（厚み1cm） アルミテープ

＊冷温水センサを配管上部に取り付け、アルミテープで
固定してください

＊冷温水センサは冷暖房モードを外部信号により切り換える
場合にも必ず必要です。（EDY１型のみ）

＊冷温水センサをアルミテープで固定した後、厚み1cmの
断熱材を巻き結束バンドで縛ってください

冷温水センサ アルミテープ 

インシュロック 保温材 

配管 

ファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FRファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FR

使用取扱上の注意結線要領図（図中の　　を現場配線してください）

CLMHRS H1 M1 L1 C1FG H2 M2 L2 C2

電源AC100V
（orAC200V）

次のファンコイルユニットへ
（同機種ファンコイルユニットに限り複数接続可）次のファンコイルユニットへ

（同機種ファンコイルユニットに限り複数接続可）

リレー駆動回路

リレーユニットRBO-RW

ファンコイルユニット ファンコイルユニット ファンコイルユニット ファンコイルユニット ファンコイルユニット ファンコイルユニット

弱中強 COM

ファン

弱中強 COM

ファン

弱中強 COM

ファン

弱中強 COM

ファン

弱中強 COM

ファン

弱中強 COM

ファン

FGRSCH M L

電源AC100V
～AC240V

アース

系統2 系統1
FCU出力 入力

パワーユニット

（RBB-GP2-B、RBB-GP2-Pの場合）

MAX30台
パワーユニット

接続可

コントローラ

電源
DC24V

RS485通信
全長400m

電源 AC100V～240V

電源AC100～240V

＋
－

SDA
SDB

R
S

グループパネル
RBB-GP2

オプション
センサ

L＋ L－

パワーユニット（EDY3型）
L＋ L－

無電圧入力4点 無電圧出力2点

無電圧出力

L＋

Blk Wht Red SHL OUP OUN

INP INN I1P I1N I2P I2N I3P I3N O1P O1N O2P O2NL－

信号用パワーユニット　 RBB2-IO

※コントローラなしも
　できます。

パワーユニット（EDY3型）

電源AC100～240V

MAX5台
RBB2-MB

接続可
L＋ L－ Tx＋ Tx－

S R

RBB2-MB

電源AC100～240V

L＋ L－ Tx＋ Tx－

S R

RBB2-MB

黒 白 赤

SHL

SHLSHL

アース

１． 電源電圧
・仕様範囲内でご使用ください。

２． 取付
・パワーユニットはファンコイルユニットの点検口の近く（３０cm

以内）に取り付け、周囲には保守・点検ができる作業スペースを
確保してください。

・パワーユニットはコントローラまたは中央監視装置と接続して
使用します。
パワーユニットだけで制御することはできません。

・パワーユニットに接続できるコントローラは１台です。
複数台接続しないでください。

・パワーユニットを中央監視装置に接続し、コントローラなしで運転
する場合は、別売のオプションセンサをパワーユニットに取り付け
てください。

・パワーユニット内部には過電流保護部品は付いていません。
　給電元にヒューズ、ブレーカー等の過電流保護部品を接続して

ください。
・コントローラのボタンを先のとがったものなどで押さえないで

ください。
・本製品は熱気、油煙、蒸気、湿気などの発生する場所や屋外、

腐食性ガスの発生する場所では使用できません。
・また、異常な振動、衝撃を受けない場所やごみ、塵埃の少ない

場所に取り付けてください。
３． 配線

・配線の際は、端子台名称を確認して正しく配線してください。
・通電中に配線や端子台に触れないでください。
・結線図の破線部分（- - -）は、現地にて配線してください。
・コントローラ接続線、外部入出力、温度センサの電線は、電源

配線や誘導電圧を発生する他の配線と同一のダクト配管に収納
しないでください。

・FG端子は必ず接地してください。
４． 入出力

・入出力に接続する負荷は仕様範囲内でご使用ください。
・外部入力を連動させる場合は端子INNを共通としてください。
・外部入力には微少負荷用の接点（３mA）をご使用ください。
・ファン出力、バルブ出力、外部出力の出力に、その出力容量を

超える負荷を接続する場合は、補助リレーを用いて該当負荷を制御
してください。

・ファン出力、バルブ出力は無電圧接点出力となっています。
バルブにあった電源をVR-VS間に入力してください。

５． 結線
・端子台への結線は圧着端子を使用し、確実に結線してください。
・通信線接続端子L＋、L－は極性がありますのでご注意ください。
・バルブへの結線は、２管式の場合は、CL１・OP１・VC（VS）

端子をご使用ください。また、４管式の場合は、冷水バルブへは
CL１・OP１・VC（VS）端子を、温水バルブへはCL２・OP２・
VC端子をご使用ください。

６． 温度センサ
・温度センサは専用のものをご使用ください。
・冷温水センサを使用される場合の結線は、２管式の場合は、冷温水

センサ１（Se１端子）をご使用ください。また、４管式の場合は、
バルブ１が接続されている配管へは冷温水センサ１（Se１端子）を、
バルブ２が接続されている配管へは冷温水センサ２（Se２端子）を
ご使用ください。

・冷温水センサは配管の保温工事を行う前に、冷温水配管の外面
に結束バンドで止め、その上からアルミテープを巻いて冷温水の
温度が正しく検出できるよう密着して取り付けてください。
取り付けが終わりましたら、センサの上から必ず冷温水配管の保温
工事を行ってください。

・過流防止機能を使用する場合は、①→②の手順で冷温水センサを
設置してください。

・室温センサ（オプションセンサ）をご使用になる場合は、空気の流通
が悪い所、温度の外乱が激しい所、窓ぎわ、ドアの近くですき間風
や熱放射の影響のある場所などには設置しないでください。

７． アドレススイッチ、ディップスイッチ設定
・運用状態に合わせて正しく設定してください。

設定方法については、別途「ディップスイッチの設定方法」をご覧
ください。

８． ファンコイルユニット（FCU）、バルブ
・FCUおよびバルブを連動される場合は、各々のメーカーにご確認

ください。
・FCUを連動する場合は同機種に限ります。

また、FCUメーカーにより連動できない場合がありますので、
念のためFCUメーカーにご確認ください。

・ON／OFFバルブを使用される場合は、通電時に開となるもの
をご使用ください。

■RBB-GP２

■RBO-RW

■RBB2-FCM
・通信線は直列に接続しスター（分岐）配線しないでくだ

さい。
・通信端子には極性がありますので配線図をよく見て結線

してください。
・シールド線は一点接地してください。
・ディップスイッチは運用に従い正しく設定してください。
・中央監視装置およびパワーユニットの結線につきまし

ては、別途結線要領図をご参照願います。
・本品およびパワーユニットは通信アドレスを設定する

必要があります。
設定方法については、別途『通信アドレスの設定方法』
をご覧ください。

冷温水配管

① 冷温水センサ
保温材 アルミテープ

結束バンド

②
断熱材（厚み1cm） アルミテープ

＊冷温水センサを配管上部に取り付け、アルミテープで
固定してください

＊冷温水センサは冷暖房モードを外部信号により切り換える
場合にも必ず必要です。（EDY１型のみ）

＊冷温水センサをアルミテープで固定した後、厚み1cmの
断熱材を巻き結束バンドで縛ってください

冷温水センサ アルミテープ 

インシュロック 保温材 

配管 

ファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FRファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FR

使用取扱上の注意結線要領図（図中の　　を現場配線してください）

CLMHRS H1 M1 L1 C1FG H2 M2 L2 C2

電源AC100V
（orAC200V）

次のファンコイルユニットへ
（同機種ファンコイルユニットに限り複数接続可）次のファンコイルユニットへ

（同機種ファンコイルユニットに限り複数接続可）

リレー駆動回路

リレーユニットRBO-RW

ファンコイルユニット ファンコイルユニット ファンコイルユニット ファンコイルユニット ファンコイルユニット ファンコイルユニット

弱中強 COM

ファン

弱中強 COM

ファン

弱中強 COM

ファン

弱中強 COM

ファン

弱中強 COM

ファン

弱中強 COM

ファン

FGRSCH M L

電源AC100V
～AC240V

アース

系統2 系統1
FCU出力 入力

パワーユニット

（RBB-GP2-B、RBB-GP2-Pの場合）

MAX30台
パワーユニット

接続可

コントローラ

電源
DC24V

RS485通信
全長400m

電源 AC100V～240V

電源AC100～240V

＋
－

SDA
SDB

R
S

グループパネル
RBB-GP2

オプション
センサ

L＋ L－

パワーユニット（EDY3型）
L＋ L－

無電圧入力4点 無電圧出力2点

無電圧出力

L＋

Blk Wht Red SHL OUP OUN

INP INN I1P I1N I2P I2N I3P I3N O1P O1N O2P O2NL－

信号用パワーユニット　 RBB2-IO

※コントローラなしも
　できます。

パワーユニット（EDY3型）

電源AC100～240V

MAX5台
RBB2-MB

接続可
L＋ L－ Tx＋ Tx－

S R

RBB2-MB

電源AC100～240V

L＋ L－ Tx＋ Tx－

S R

RBB2-MB

黒 白 赤

SHL

SHLSHL

アース

１． 電源電圧
・仕様範囲内でご使用ください。

２． 取付
・パワーユニットはファンコイルユニットの点検口の近く（３０cm

以内）に取り付け、周囲には保守・点検ができる作業スペースを
確保してください。

・パワーユニットはコントローラまたは中央監視装置と接続して
使用します。
パワーユニットだけで制御することはできません。

・パワーユニットに接続できるコントローラは１台です。
複数台接続しないでください。

・パワーユニットを中央監視装置に接続し、コントローラなしで運転
する場合は、別売のオプションセンサをパワーユニットに取り付け
てください。

・パワーユニット内部には過電流保護部品は付いていません。
　給電元にヒューズ、ブレーカー等の過電流保護部品を接続して

ください。
・コントローラのボタンを先のとがったものなどで押さえないで

ください。
・本製品は熱気、油煙、蒸気、湿気などの発生する場所や屋外、

腐食性ガスの発生する場所では使用できません。
・また、異常な振動、衝撃を受けない場所やごみ、塵埃の少ない

場所に取り付けてください。
３． 配線

・配線の際は、端子台名称を確認して正しく配線してください。
・通電中に配線や端子台に触れないでください。
・結線図の破線部分（- - -）は、現地にて配線してください。
・コントローラ接続線、外部入出力、温度センサの電線は、電源

配線や誘導電圧を発生する他の配線と同一のダクト配管に収納
しないでください。

・FG端子は必ず接地してください。
４． 入出力

・入出力に接続する負荷は仕様範囲内でご使用ください。
・外部入力を連動させる場合は端子INNを共通としてください。
・外部入力には微少負荷用の接点（３mA）をご使用ください。
・ファン出力、バルブ出力、外部出力の出力に、その出力容量を

超える負荷を接続する場合は、補助リレーを用いて該当負荷を制御
してください。

・ファン出力、バルブ出力は無電圧接点出力となっています。
バルブにあった電源をVR-VS間に入力してください。

５． 結線
・端子台への結線は圧着端子を使用し、確実に結線してください。
・通信線接続端子L＋、L－は極性がありますのでご注意ください。
・バルブへの結線は、２管式の場合は、CL１・OP１・VC（VS）

端子をご使用ください。また、４管式の場合は、冷水バルブへは
CL１・OP１・VC（VS）端子を、温水バルブへはCL２・OP２・
VC端子をご使用ください。

６． 温度センサ
・温度センサは専用のものをご使用ください。
・冷温水センサを使用される場合の結線は、２管式の場合は、冷温水

センサ１（Se１端子）をご使用ください。また、４管式の場合は、
バルブ１が接続されている配管へは冷温水センサ１（Se１端子）を、
バルブ２が接続されている配管へは冷温水センサ２（Se２端子）を
ご使用ください。

・冷温水センサは配管の保温工事を行う前に、冷温水配管の外面
に結束バンドで止め、その上からアルミテープを巻いて冷温水の
温度が正しく検出できるよう密着して取り付けてください。
取り付けが終わりましたら、センサの上から必ず冷温水配管の保温
工事を行ってください。

・過流防止機能を使用する場合は、①→②の手順で冷温水センサを
設置してください。

・室温センサ（オプションセンサ）をご使用になる場合は、空気の流通
が悪い所、温度の外乱が激しい所、窓ぎわ、ドアの近くですき間風
や熱放射の影響のある場所などには設置しないでください。

７． アドレススイッチ、ディップスイッチ設定
・運用状態に合わせて正しく設定してください。

設定方法については、別途「ディップスイッチの設定方法」をご覧
ください。

８． ファンコイルユニット（FCU）、バルブ
・FCUおよびバルブを連動される場合は、各々のメーカーにご確認

ください。
・FCUを連動する場合は同機種に限ります。

また、FCUメーカーにより連動できない場合がありますので、
念のためFCUメーカーにご確認ください。

・ON／OFFバルブを使用される場合は、通電時に開となるもの
をご使用ください。

■RBB-GP２

■RBO-RW

■RBB2-FCM
・通信線は直列に接続しスター（分岐）配線しないでくだ

さい。
・通信端子には極性がありますので配線図をよく見て結線

してください。
・シールド線は一点接地してください。
・ディップスイッチは運用に従い正しく設定してください。
・中央監視装置およびパワーユニットの結線につきまし

ては、別途結線要領図をご参照願います。
・本品およびパワーユニットは通信アドレスを設定する

必要があります。
設定方法については、別途『通信アドレスの設定方法』
をご覧ください。
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冷温水配管

① 冷温水センサ
保温材 アルミテープ

結束バンド

②
断熱材（厚み1cm） アルミテープ

＊冷温水センサを配管上部に取り付け、アルミテープで
固定してください

＊冷温水センサは冷暖房モードを外部信号により切り換える
場合にも必ず必要です。（EDY１型のみ）

＊冷温水センサをアルミテープで固定した後、厚み1cmの
断熱材を巻き結束バンドで縛ってください

冷温水センサ アルミテープ 

インシュロック 保温材 

配管 

ファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FRファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FR

使用取扱上の注意結線要領図（図中の　　を現場配線してください）

CLMHRS H1 M1 L1 C1FG H2 M2 L2 C2

電源AC100V
（orAC200V）

次のファンコイルユニットへ
（同機種ファンコイルユニットに限り複数接続可）次のファンコイルユニットへ

（同機種ファンコイルユニットに限り複数接続可）

リレー駆動回路

リレーユニットRBO-RW

ファンコイルユニット ファンコイルユニット ファンコイルユニット ファンコイルユニット ファンコイルユニット ファンコイルユニット

弱中強 COM

ファン

弱中強 COM

ファン

弱中強 COM

ファン

弱中強 COM

ファン

弱中強 COM

ファン

弱中強 COM

ファン

FGRSCH M L

電源AC100V
～AC240V

アース

系統2 系統1
FCU出力 入力

パワーユニット

（RBB-GP2-B、RBB-GP2-Pの場合）

MAX30台
パワーユニット

接続可

コントローラ

電源
DC24V

RS485通信
全長400m

電源 AC100V～240V

電源AC100～240V

＋
－

SDA
SDB

R
S

グループパネル
RBB-GP2

オプション
センサ

L＋ L－

パワーユニット（EDY3型）
L＋ L－

無電圧入力4点 無電圧出力2点

無電圧出力

L＋

Blk Wht Red SHL OUP OUN

INP INN I1P I1N I2P I2N I3P I3N O1P O1N O2P O2NL－

信号用パワーユニット　 RBB2-IO

※コントローラなしも
　できます。

パワーユニット（EDY3型）

電源AC100～240V

MAX5台
RBB2-MB

接続可
L＋ L－ Tx＋ Tx－

S R

RBB2-MB

電源AC100～240V

L＋ L－ Tx＋ Tx－

S R

RBB2-MB

黒 白 赤

SHL

SHLSHL

アース

１． 電源電圧
・仕様範囲内でご使用ください。

２． 取付
・パワーユニットはファンコイルユニットの点検口の近く（３０cm

以内）に取り付け、周囲には保守・点検ができる作業スペースを
確保してください。

・パワーユニットはコントローラまたは中央監視装置と接続して
使用します。
パワーユニットだけで制御することはできません。

・パワーユニットに接続できるコントローラは１台です。
複数台接続しないでください。

・パワーユニットを中央監視装置に接続し、コントローラなしで運転
する場合は、別売のオプションセンサをパワーユニットに取り付け
てください。

・パワーユニット内部には過電流保護部品は付いていません。
　給電元にヒューズ、ブレーカー等の過電流保護部品を接続して

ください。
・コントローラのボタンを先のとがったものなどで押さえないで

ください。
・本製品は熱気、油煙、蒸気、湿気などの発生する場所や屋外、

腐食性ガスの発生する場所では使用できません。
・また、異常な振動、衝撃を受けない場所やごみ、塵埃の少ない

場所に取り付けてください。
３． 配線

・配線の際は、端子台名称を確認して正しく配線してください。
・通電中に配線や端子台に触れないでください。
・結線図の破線部分（- - -）は、現地にて配線してください。
・コントローラ接続線、外部入出力、温度センサの電線は、電源

配線や誘導電圧を発生する他の配線と同一のダクト配管に収納
しないでください。

・FG端子は必ず接地してください。
４． 入出力

・入出力に接続する負荷は仕様範囲内でご使用ください。
・外部入力を連動させる場合は端子INNを共通としてください。
・外部入力には微少負荷用の接点（３mA）をご使用ください。
・ファン出力、バルブ出力、外部出力の出力に、その出力容量を

超える負荷を接続する場合は、補助リレーを用いて該当負荷を制御
してください。

・ファン出力、バルブ出力は無電圧接点出力となっています。
バルブにあった電源をVR-VS間に入力してください。

５． 結線
・端子台への結線は圧着端子を使用し、確実に結線してください。
・通信線接続端子L＋、L－は極性がありますのでご注意ください。
・バルブへの結線は、２管式の場合は、CL１・OP１・VC（VS）

端子をご使用ください。また、４管式の場合は、冷水バルブへは
CL１・OP１・VC（VS）端子を、温水バルブへはCL２・OP２・
VC端子をご使用ください。

６． 温度センサ
・温度センサは専用のものをご使用ください。
・冷温水センサを使用される場合の結線は、２管式の場合は、冷温水

センサ１（Se１端子）をご使用ください。また、４管式の場合は、
バルブ１が接続されている配管へは冷温水センサ１（Se１端子）を、
バルブ２が接続されている配管へは冷温水センサ２（Se２端子）を
ご使用ください。

・冷温水センサは配管の保温工事を行う前に、冷温水配管の外面
に結束バンドで止め、その上からアルミテープを巻いて冷温水の
温度が正しく検出できるよう密着して取り付けてください。
取り付けが終わりましたら、センサの上から必ず冷温水配管の保温
工事を行ってください。

・過流防止機能を使用する場合は、①→②の手順で冷温水センサを
設置してください。

・室温センサ（オプションセンサ）をご使用になる場合は、空気の流通
が悪い所、温度の外乱が激しい所、窓ぎわ、ドアの近くですき間風
や熱放射の影響のある場所などには設置しないでください。

７． アドレススイッチ、ディップスイッチ設定
・運用状態に合わせて正しく設定してください。

設定方法については、別途「ディップスイッチの設定方法」をご覧
ください。

８． ファンコイルユニット（FCU）、バルブ
・FCUおよびバルブを連動される場合は、各々のメーカーにご確認

ください。
・FCUを連動する場合は同機種に限ります。

また、FCUメーカーにより連動できない場合がありますので、
念のためFCUメーカーにご確認ください。

・ON／OFFバルブを使用される場合は、通電時に開となるもの
をご使用ください。

■RBB-GP２

■RBO-RW

■RBB2-FCM
・通信線は直列に接続しスター（分岐）配線しないでくだ

さい。
・通信端子には極性がありますので配線図をよく見て結線

してください。
・シールド線は一点接地してください。
・ディップスイッチは運用に従い正しく設定してください。
・中央監視装置およびパワーユニットの結線につきまし

ては、別途結線要領図をご参照願います。
・本品およびパワーユニットは通信アドレスを設定する

必要があります。
設定方法については、別途『通信アドレスの設定方法』
をご覧ください。



ファンコイル制御ユニット EDY30□□FC,EDY2□□FR

試運転

本製品ご使用にあたってのお願い

保証範囲

結線終了後、電源を入れる前に、結線が間違っていないか再度確認してください。
取り付け工事が終わりましたら、本製品の取扱説明書にしたがって、必ず試運転を行ってください。
正しく動作しないときは、ただちに電源を切り、再度結線してください。

（１）弊社の定めた使用、保管、廃棄などに関する諸条件（本製品の取扱説明書、本仕様書などに記載された注意書き、警告を含む）を遵守して
ください。

（２）本製品の欠陥が、生命・身体への危害や物的損害を発生させる恐れの強い製品（原子力制御、鉄道、航空、車両、燃焼装置、医療機器、
娯楽機械、安全機器など）、特に安全性が要求される用途では、使用しないでください。

（３）本製品に起因して貴社製品が事故を起こした場合は、弊社営業担当者までただちにご連絡ください。

本製品の保証期間は、ご指定場所に納入後、１年間とさせていただきます。
保証期間中に弊社の責により故障が生じた場合は、その製品の代替または修理を無償で行わせていただきます。
ただし、次に該当する場合は、この保証の対象範囲から除外させていただきます。

 （１）故障の原因が本製品以外の事由による場合
 （２）弊社以外の者による改造または修理による場合
 （３）製品本来の使い方以外の使用による場合
 （４）「本製品ご使用にあたってのお願い」事項に反した場合
 （５）その他天災、災害など弊社側の責ではない原因による場合

また、ここでいう保証は本製品単体の保証を意味し、本製品の故障や瑕疵により誘発される損害は除かせていただくものとします。

https://panasonic.co.jp/ew/peweg/

商品改良のため、仕様・外観は予告なしに変更することがありますのでご了承ください。

お問い合わせ・ご相談窓口：技術統括部　品質部
03－3575－7024
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